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Abstract
 
  Desert monasteries, founded in the east-north Rus’ since the middle of the 14th century and 
developed into large land owners by the end of the 15th century, had supported the political 
leadership of Moscovian grand princedom over Rus’. However, once its rulership was established, 
the Moscovian grand prince Ivan III aimed at confiscation of the lands of monasteries and 
intervened in the discussion of Russian monks on their land ownership of monasteries. 
  While monks, who were called ownership group and stressed the importance of monasteries as 
the social stabilizer, insisted on the rightfulness of the land ownership of monasteries, other monks, 
who were called anti-ownership group, preferred an isolated life as a monk and criticized the land 
ownership of monasteries. Ivan III in the beginning supported the second group and excluded the 
first group out of the power. On the other hand, the ownership group fought an intense battle with 
the anti-Holly Trinity heresy, called “the Jewish thought”, while the anti-ownership group preferred 
religious tolerance to it. On that point Ivan III, with the heresy in his office, supported the anti-
ownership group.
  In the turn of the centuries 14th and 15th, however, there took place a serious change. Ivan III 
came to feel a fear to the anti-Trinity heresy and excluded them from the power. At the same time 
Ivan III made a compromise with the ownership group and gave up the idea of confiscation of the 
land of monasteries in exchange for backing of the power of the Moscovian grand princedom. As a 
mark of the compromise Ivan III executed the representative heresy group in the cruelest way. 
Locked in the cage, they were burnt. The anti-ownership group reproached the cruelty of the 
decision of the top of the Moscovian grand princedom.
  This bulletin provides the dispute between Iosif Volotski, a representative of the ownership group, 
and Vassian Patrikeev, a representative of the anti-ownership group. The bulletin also provides 
some of the writings of Nil Solsky, the most famous monk of the anti-ownership group. These 
writings give a vivid picture of the religious and political situation of the the Moscovian grand 
princedom.    
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〈解題〉
　1478年、共和制都市国家ノヴゴロドを武力併合して
北東ルーシの領域的統合を成し遂げたモスクワ大公国は、
権力のさらなる強化のため、大土地所有者となった修道
院領の接収を狙って修道院における宗教的論争に介入し
た。紀要のこの号において著者が紹介するのは、モスク
ワ大公イワン３世の介入によって活発化した、「所有派
（ヨシフ派）」に属した修道士と「無所有派（清廉派）」
の修道士たちの論争である。
　論争の場になった荒野修道院、および、所有派と無所
有派の論争について、以下にかんたんに説明しておこう。
　14世紀の中葉以降、北東ルーシに創設され、15世紀
終わりには大土地所有者となっていた荒野修道院は、一
貫してモスクワ大公国のルーシ全体における政治的リー
ダーシップを支持していたが、しかしながら、モスクワ
大公イワン３世は、いったん北東ルーシの政治的統合を
達成すると、荒野修道士たちの修道院のあり方につい
ての論争、ことに土地所有の是非をめぐる議論に介入し、
修道院領の国有化を画策した。
　「所有派」と呼ばれる修道士たちのグループは、モン
ゴル侵寇によるルーシの荒廃のあと、荒野修道院こそが
その復興を主導し、北東ルーシ共同体に安定をもたらし
てきた存在であったことから、修道院の社会的意義を
強調し、修道院による土地所有を肯定した。一方、「無
所有派」と呼ばれる修道士たちは、修道士としての孤独
な生活の意義を強調し、修道院の社会性を重視せず、修
道院による土地の所有自体を批判した。イワン３世は当
初、無所有派を支持し、所有派を権力の中枢から遠ざけ
て、無所有派に修道士たちの議論の主導権を握らせ、大
公による修道院領の国有化を実現しようとした。
　一方で、14世紀末から15世紀初頭にかけての北東
ルーシ（モスクワ、ノヴゴロド）では、「ユダヤ異端」
と呼ばれる反三位一体を主張した異端派が活発に活動し
ていた。所有派は、ユダヤ異端にたいする厳正な処罰を
主張したが、無所有派は、異端に対する宗教的寛容を説
いた。この点においても、イワン３世は、無所有派寄り
の姿勢をとり、異端派はモスクワ大公権の権力の中枢ま
で入り込んだ。
　ところが、世紀が変わる時期あたりに、状況は根本的
に変化した。反三位一体を主張する異端に不安を感じる
ようになったイワン３世が、異端にたいする態度をあら
ため、彼らを権力の中枢から排除したのである。それと
同時に、イワン3世は所有派との関係の改善を図り、彼
らがモスクワ大公権を支持することを代償に、修道院を
国有化しようとする従来の試みを放棄した。この妥協の
証として、イワン３世は見せしめとして、異端派をもっ
とも残酷な方法で処刑した。異端派はモスクワで、檻に
閉じこめられたまま焼き殺された。東方正教会に属する
ルーシで、このような過酷な宗教的分派への懲罰が行わ
れたことは、史上まったく類例がなく、無所有派はモス
クワ大公権と所有派の結託を批判し、彼らの異端派への
処断の残酷さを論難した。
　本稿で著者が翻訳、紹介するのは、所有派を指導した
その代表的な修道士であるヨシフ・ヴォロツキイ（ヴォ
ロクのヨシフ）と、無所有派の論客ヴァッシアン・パト
リケーエフとの、異端の処刑をめぐる論争である。さら
に本稿では、無所有派の思潮をより具体的に知るため
に、無所有派の代表的な修道士であったニル・ソルスキ
イ（ソラ川のニル）の主要な著作、仲間の修道士たちへ
の書簡とその遺言を取り上げ、翻訳、紹介した
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ヨシフ・ヴォロツキイの異端者たちへの論難につい
ての講話1
〈解説〉
　『異端者の論難についての講話』は、ヨシフ・ヴォロ
ツキイの異端を論駁する主要な著作である『啓蒙者』
の短い編纂本が作成されたあと、1504年の異端者にた
いする彼の制裁ののちにようやく書かれたものである。
『異端者の論難についての講話』はまず間違いなくヨシ
フ自身によって書かれたものであるが、1510年から11
年にかけて編纂された『啓蒙者』の第２拡大版の第13
講話に組み入れられた。
　『異端者の論難についての講話』は、16世紀の支配を
おこなう教会の宗教的不寛容のもっとも先鋭的な作品の
一つであるが、これは明らかに、この時代のロシア社会
に蔓延していた、異端の大量処刑にたいする否定的な態
1 翻訳、解説、注釈は以下の刊本にもとづいている。Слово о осуждении еретиков Иосифа Волоцкого (Подготовка 
текста и комментарии Я.С.Лурье, перевод А.А. Алексеева) // Библиотека литературы Древней Руси (Дальше 
БЛДР) Т. 9. С. 184-207, 519-522.
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度にたいする応答である。
　16世紀までは、異端者の処刑はかなり稀な歴史事象
であった。この時代まで、相当に手の込んだ異端尋問の
制度も存在しなかった。この問題にかんして、ヨシフに
先行するノヴゴロドのゲンナージイがスペイン王の経験
を引き合いに出しているのは、故のないことではない。
ヨシフ・ヴォロツキイ自身が『啓蒙者』の16章において、
「異端者を死刑に処したあと、正教のキリスト教徒たち
が悲しみ、嘆き、手を差し伸べ、この者たちに慈悲をあ
たえるべきであったと言っている」と述べている。
　この論争には、無所有派の方向性をもつ卓越した社会
評論家のヴァシアン・パトリケーエフも加わった。ヴァ
シアン・パトリケーエフは、自らの著作『キリル修道院
の長老たちの応答』において、ヨシフ・ヴォロツキイが
『異端者の論難についての講話』のなかで引き合いに出
した、宗教的不寛容の多くの事例を検討している。
　拡大版の『啓蒙者』に含まれるにあたって、この講
話には、聖書や教会の事績から、異端者と信仰を異
にする者たちへの処罰の事例が、補足的につけ加えら
れている。『異端者の論難についての講話』は、写本
РНБ, F. I. 229, лл. 259-280にもとづいてテクストの校訂
がおこなわれている。校訂のさいには、写本РГБ, ф. 
247 （Рогожское собр., №530）に拠って修正が行われて
いる。写本РНБ, F. I. 229では、『異端者の論難について
の講話』は「第10章」とタイトルがつけられているが、
これは形式的には9章からなる（さらに性格からいえば、
10章からなり、9章と10章が一つに合わさった）『啓蒙
者』の特別な編纂本がこれに先行しているからである。
写本РГБ, ф. 247, №530では、「第10章」という注記がな
い。私たちは出版に際してこの注記を外している。
〈翻訳〉
　異端者や信仰から逸脱した者を裁いてはならないと
言っている、ノヴゴロドの異端者たちの異端を駁する講
話。この講話は、神の書物から引いた物語である。異端
者や信仰を逸脱した者は、論難されるだけではなく、呪
われなければならない。ツァーリも公も裁判官たちも彼
らを追放に処し、残酷な刑に委ねるべきこと。
　いま新たに出現したノヴゴロドの異端者たち、長司
祭アレクセイ、2 司祭デニス、3 フョードル・クーリツィ
ン、4 そのほか多くの者たちは同じように奸智を振り回
し、舌が述べることができず、言葉で言うことができず、
知によって捉えることができないような、多くの悪をお
こなっている。彼らは聖なる、生の源泉である三位一体、
いと清らかなる神の御母、偉大なる洗礼者ヨハネ、そし
て、あらゆる聖者たちを嘲り、聖なる神の教会、聖なる
生の源である十字架、聖なるイコンを穢し、かくのごと
き悪をおこなっている。
　彼らは敬虔さを求める正教徒たちの情熱を恐れていた。
正教徒たちは神の規則にしたがって聖堂で彼らを裁き、
彼らをこの世と来る世における最終的な死に至らしめよ
うとしている。このゆえに異端者たちは全力を傾注して、
正教徒たちの目から逃れ、真実に信仰する者たちをこれ
らの言葉で怯えさせ、異端も信仰を逸脱した者も裁くべ
きではない、それは主の言葉が証ししているとおりであ
ると述べているのである。
　主は、「裁くべきではない、それはそなたたちが裁
かれぬようにするためである」5 と言われている。また、
聖金口ヨハンネス6 はこう述べている。「誰をも憎むべ
きではない、裁くべきではない、それが不信心者であっ
ても、異端者であっても。また、異端者を殺すべきでは
ない。かりに異端者や信仰逸脱者を裁かなくてはならな
くなったとしても、ツァーリと都市の法によって裁くべ
きであり、修道士たちも世俗の人間たちも法廷に着座し
ていないならば裁いてはならない」と。
　「裁いてはならない、裁かれないためにも」7 という主
の御言葉を理解したいと思う者は、このことについて聖
2 ノヴロゴドの異端アレクセイは、２回にわたる異端糾弾集会のうち、1490年モスクワで開催された１回目会議のあとに
死んだ。
3 アレクセイの盟友で、1490年に有罪を宣告され、虐待と拷問のすえ、アレクセイに次いで死んだ。
4 モスクワ異端の「首領」で、イワン３世の宮廷で重要な地位を占め、1500年まで外交案件を担当していた。1500年以降
は彼にかんする言及が見えなくなる。彼の名前は、彼の弟イワン・ヴォルクが火刑に処された、1504年の２回目の異端
糾弾集会のさいにも現われない。『異端者たちの論難にかんする講話』が書かれた、1504年から1511年にかけて、これ
ら３人の人物のうち誰一人としても、何の発言もできなかった。したがって、「裁くべきではない」という言葉が彼らに
よって言われたというヨシフによる指摘は、明らかに時代的に辻褄が合わない。死んだ異端者たちが自分たちへの寛容
を説いていることになるのだから。『啓蒙者』において頻繁に現われる、アレクセイ、デニス、フョードル・クーリツィ
ンにたいする定型表現は、この作品が『啓蒙者』の拡大版に収められたことと関係している。
5 『マタイによる福音書』7章1節;『ルカによる福音書』7章37節。
6 347頃生-407没。アンティオキアの聖職者でのちにコンスタンティノープルの総主教となった。ビザンツのもっとも偉
大な説教者、著作家の一人。ヨシフは、最初は反対者たちの言説を擁護するかのように（「裁いてはならない」）、金口ヨ
ハンネス、大ワシーリイ、アファナシオス、ニーコンを引用しているが、のちに金口ヨハンネスの引用によって、「天の
父を旺盛に嘲る者」は「打たなければならない」ことを示している。
7 『マタイによる福音書』7章１節；『ルカによる福音書』7章37節。
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なる者たち、至尊なる者たち、我らが神を宿したる教父
たち、金口ヨハンネス、大ワシレオス、8 神々しき大ア
ファナシオス、9 そのほか多くの我らが聖なる教父たち
がこのことについて書いた聖なる書物の証言を読まな
くてはならない。威厳ある卓越したわれらの教父、黒山
（チェルノゴリエ）のニコノス（11世紀）は、これらの
書物から自らの書物で抜粋を作って第39講話に置いた
のである。
　私たちは以下において、神々しき金口ヨハンネスが何
を言っているかを話すことにしよう。金口ヨハンネスは、
不敬虔な人間であろうと、異端者であろうと、どんな人
間にであろうと、悪をおこなってはいけないと言ってい
る。偉大なるヨハンネス、使徒に等しいこの男は、これ
らの命令は時に応じて行われるべきであると言っている
のだ。偉大なる金口ヨハンネスは、不敬虔な者であろう
と、異端者であろうと、どんな人間であろうと、彼らか
ら魂の害を受けていないときに、その人間に悪をなした
り、憎んだりしてはいけないと述べてはいるが、金口ヨ
ハンネス自身が証言しているように、神の意志はつねに
そのようなものとは限らなかった。
　というのは、牧者たちはたしかに次のように行動して
いるからである。野獣たちが彼らに心配をあたえない限
りにおいて、樫や松の木のしたで牧者たちは笛を吹いて
遊び、あらゆる羊たちを自由に放牧する。だが、彼らは
狼が近づいてくるのを気づくと、笛を投げ捨て、投石機
を引っ張り出して、笛は打ちやり、こん棒や石で武装し
つつ群れのまえに立ち、声に出して恐ろしい叫びをあげ
ながら、しばしば害をこうむるまえに獣を追い散らすの
である。
　もしも不信心者や異端が信心深い者たちの魂に何の害
ももたらさないかぎりにおいて、書物という草原に分け
入って、平安と慈しみの情をもって不信心者や異端を教
え導くのもよかろう。だが、狼よりも残忍な呪われた異
端者が、キリストの群れを破滅させ異端的なユダヤの教
説を広めようとしているのを見たならば、キリストの群
れの羊が一頭たりとも獣に食い殺されないように、懸命
さと熱意を見せるべきである。
　見るがよい。このことは聖なる金口ヨハンネスも述べ
ていることである。不信心な異端者が正教徒の誰一人と
して誑かしにあわせないならば、彼らに悪をなし憎むこ
とは適切ではない。しかし、不信心者たちや異端者たち
が正教徒たちを誑かしているのを目にしたとき、彼らを
憎み非難するのはもちろん、彼らを呪い傷つけ、そのこ
とで自らの手を清めるべきである。
　かの聖なる金口ヨハンネス自身が命じている10ように、
「神の一人子にたいする悪罵がなされたならば、いまは
公衆の面前で悪罵する者たちすべてを罰するよう、そな
たたちから賜物をくださるようにお願いする。誰かが辻
や広場で人々のあいだで主キリストを悪罵するならば、
進み出て遮るがよい。もしも彼らを傷つけなくてはなら
ないならば、怯んではならない。顔を殴りつけ、その口
を粉砕し、自らの手を清めなければならない。誰かがお
まえを捕らえ、法廷にしょっ引くならば、行くがよい。
　法廷で聞かれたならば、すなわち、裁判官に尋問され
たならば、その者が天使である皇帝を罵ったからだと恐
れることなく答えるがよい。地上の皇帝を罵った者を処
罰することが必要ならば、天の皇帝を罵った者を処罰す
るのが必要であるのはあたりまえである。
　真実がないというのは、すべての者たちの共通の罪で
ある。それをすることができる者は誰でも、キリスト教
徒たちこそ、町の救済者であり創建者であり守護者であ
り教師であることを、ユダヤ人たちに、汚らわしい異端
者たちに思い知らせるよう、真実を守るために立場を明
らかにしなくてはならぬ。無節操で淫蕩にふけっている
ユダヤ人たちや異端者たちが、神の奴隷たちを怖がるよ
うに仕向けなくてはならない。連中がこのような類の認
識を共有したなら、いたるところで彼らはたがいを追及
しあうようになるだろう。キリスト教徒たちが聞き耳を
立てることを恐れて影にさえ恐れおののくことになるだ
ろう。それに任せよ。
　君たちはヨハネ11が何をしたか、聞いたことがないか。
ヨハネは、暴君であり人々の迫害者12が結婚の律法を無
視するのを見て、恐れることなく広場で言ったものだ。
『そなたの弟ピリポスの妻と結婚してはならない。』私が
言いたいのは、下々の人々のことでも、裁判官たちのこ
とでも、法に反した結婚のことでもない。主への侮辱の
ことである。
　もしも死ななければならぬとしても、そなたの兄弟を
教え導くことを止めてはならない。この苦しみは、キリ
ストゆえのものだからである。かくのごとくしてヨハネ
は殉教者となった。供儀を捧げることや、偶像を崇拝す
ることを命ぜられたわけではなかったが、神の掟が蹂躙
されるのを見てこのために心を砕いたのである。」
　さらに金口ヨハンネスは次のようにつづけている。
8 330頃-379没。カエサリアの大主教。卓越したビザンツの教会著作家。
9 296頃-373年没。アレクサンドリアの大主教。ビザンツの教会著作家。
10 この断片は、『アンティオキアの異端者についての金口ヨハンネスの講話の終わり』から採られている。この作品は、
『異端者たちへの論駁についての物語』が収められたのと同じ文集F.I.229. л.19 об.20に入っている。
11 洗礼者ヨハネのこと。『マタイによる福音書』4章1-4節。
12 ヘロデ・アンティパテスのこと。
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「私の熱愛する者たちよ、私が何度も言ってきたことだ
が、神を知らぬ異端者たちについては、いま私は再び懇
願する。彼らと食べること、飲むこと、友情、愛情をと
もにすることをしてはならない。もしもこれをしたなら、
キリストの教会とは絶縁されたものとなる。もしも肉を
離れた生活をしていたとしても、異端者たちと友情や愛
情をもって交われば、そのような者は主キリストとは無
縁のものである。もしも私たちがキリストを愛すること
に満足を得られないなら、その敵を憎むことにも満足を
得ることができない。『私とともにいない者は、私に敵
対する者である。』」聖なる使徒たちに拠り立った聖なる
金口ヨハンネスは、かくのごとく述べ、命じている。
　聖なる使徒たちもかくのごとき振る舞いをしたのであ
る。なぜなら『使徒言行録』には、聖なる使徒ペテロと
ヨハネがサマリアにやってきたとき、魔術師シモンが彼
らのもとに銀貨をもってやってきてこう言ったと書いて
ある。『私に、私が手を置いた人に聖霊が下りるような、
そういう力をください。』13 聖なる使徒たちはそのとき
は彼に死を宣告しなかった。14 だが、この男が完全なる
不敬虔におよび、信心深い人々を惑わしはじめると、彼
に死を宣告したのである。
　聖なる神学者ヨハネもまったく同様に振舞った。クポ
ン15は自分の場所に暮らし、信心深い者たちを誘惑に遭
わせなかったときには、責められることはなかった。町
にやってきて信心深い者たちを淫蕩に引きこんだときに、
そのときはじめて死の宣告を受けた。
　使徒ピリポ16もまったく同様に振舞った。ピリポは大
祭司のもとに行かなかったし、彼を責めようとはしな
かった。だが、敬虔な人々を堕落させようとすることの
みのために、この大祭司が来たことに気づくと、そのと
き大祭司は死の宣告を受けた。
　これと同じことを聖なる使徒パウロがおこなった。パ
ウロは魔術師エリマを探し出したり、論難したり、殺し
たりしなかった。しかし、魔術師エリマが地方総督を信
仰から遠ざけようとするのを見たとき、彼を論難した。
すると、エリマは盲になって太陽が見えなくなった。17
これと同じことを、聖なる神にいと似たる神を宿したる
私たちの父たち、筆頭の聖職者たち、牧者たちがおこ
なったのである。
　聖なる金口ヨハンネスが、アリウス派教徒たち18がコ
ンスタンティノープルに住み、正教徒たちにいかなる害
ももたらさないのを見たときに、彼らに何の害も及ぼさ
なかった。ところが、彼らが誑かしをおこない、ある祈
祷歌や歌を歌って同質性への信仰を揺るがしたとき、皇
帝に懇願して皇帝に彼らを町から放逐してもらった。
　ガザの主教、聖ポルフィリイ19も同じようだった。ポ
ルフィリイもガザで異端者たちが暮らしているのを見
た。彼らはマニ教の賢しらをおこなっていたが、正教徒
を誑かしには遭わせないあいだは、彼らを論難しようと
はしなかった。ところが、彼らがキリスト教徒たちを誑
かしにあわせようとポルフィリイのもとに来たとき、ポ
ルフィリイはまず彼らの口を聞けなくし、そのあと死を
もって罰した。
　カターニア司教、聖レオンも同じようだった。レオン
もはじめは異端者イリオドルを死をもって罰しなかっ
た。ところが、イリオドルが教会にやってきて敬虔なる
人々を誑かしにかけようと根も葉もないことをしゃべり
はじめると、レオンは教会から出てイリオドルを火刑に
処してからふたたび教会に入り、神への勤行をおこなっ
た。20
　エデッサ主教の聖テオドロス21もそうであった。テオ
ドロスもエデッサに多くの異端がいるのを見たが、正教
徒たちに多くの悪をなさないかぎり、彼らに何らの悪を
おこなわなかった。ところが、彼らが正教徒たちを誑か
しに合わせ、教会の財産を強奪するにおよんで、バビロ
ンに赴き、異端者たちを根絶するように皇帝に願い出た
のだった。
　聖なる書物には、このような話がたくさんある。異端
13 『マタイによる福音書』12章30節。
14 「不敬虔な者たち」を処刑することが許容されることの証明として、ヨシフによって『使徒言行録』からの引用がおこな
われている。ペテロとヨハネと魔術師シモンとの確執は、『使徒言行録』8章に描かれている。しかしながら、シモンの
死についての物語は、さらに後代の作品『偽クリメント』（2世紀）にさかのぼるものである。
15 パトモス島で神学者ヨハネと力を競い、ヨハネの祈りによって海の深淵へと突き落とされた、魔術師クポンについての
物語は、その弟子プロホルに帰され暦聖者伝9月26日に収められた聖書外典のヨハネ伝にある。
16 聖書外典の物語によれば、使徒ピリポはアテネで、エルサレムの大祭司アナニイの助けを求めた哲学者たちと論争した。
敵たちがピリポを捕らえようとすると、敵たちは突然目が見えなくなった。
17 ローマの地方総督を信仰から遠ざけようとした魔術師エリマを、使徒パウロが盲にした話は、『使徒言行録』13章に含ま
れている。
18 アレクサンドリアの司祭アリウスの信奉者で三位一体の教義を認めなかった。アリウス派の教義は381年のコンスタン
ティノープル公会議において否認されたが、それは金口ヨハンネスがコンスタンティノープル総主教に選任される直前
のことであった。
19 5世紀の異教徒異端の熱心な迫害者。
20 その祈りによって魔術師イリオドルが火刑に処された、カターニアのレオン（8世紀）についての物語は、暦聖者伝
（チェチイ・ミネイ）2月20日の項にある。
21 4世紀ビザンツの教会活動家。
6 三浦　清美 （2019 年 2 月）
者が自らのうちに異端思想をもっていたとしても、正教
徒たちに害を及ぼさないかぎり、我らが聖なる教父たち
は彼らを罰したりはしなかった。だが、不信心なる異端
者たちが正教徒たちを惑わそうとするのを見ると、彼ら
を罰したのである。私たちもそのようにしなくてはなら
ない。だが、このことについては十分である。
　それでは、かの偉大なる教会の教師、聖金口ヨハンネ
スが、異端を殺すべきではないと言っていることについ
て述べよう。
　聖金口ヨハンネスは「もしも異端者を殺すようなこと
になったならば、世界中で戦いに際限がなくなるだろ
う」と述べている。このことは、主教、聖職者、修道士
たち、教会に勤める者たちすべてについて言っているの
であって、ツァーリ、公、裁き手について言っているの
ではない。もしも聖金口ヨハンネスがツァーリ、公、裁
判官たちについて言っているのならば、ツァーリ、公、
裁判官たちが異端を殺すべきではないと言っていること
になるだろう。だが、聖金口ヨハンネスが「異端者を殺
すべきではない」と言っていたとしても、それは明らか
に主教、聖職者、修道士たち、教会に勤めるすべての
人々について言っているのである。
　というのも、彼自身が最初は教会の下級聖職者で修道
士であり、その後、聖職者となり、そして、主教となっ
たのである。このようなわけで、こうした役職を一手
に引き受けながら、「異端者を殺したとしたならば、戦
いは際限がなくなるだろう」と述べたのだが、それは
ツァーリのことでも、公のことでも、地上の裁判官のこ
とを言っているわけではないのである。
　ツァーリ、公、裁判官たちについて、聖なる使徒たち
は、彼らが主なる神から権力を得たのは、悪人たちに報
いを、善行をおこなう者たちに誉れをもたらすためであ
ると言っている。もっとも格上の使徒ペテロは言ってい
る。「主のためにあらゆる人間の制度にたいして、すな
わち、人間の権力にたいして従順でありなさい。ツァー
リにたいしては最高権力にたいするかのごとくに、公に
たいしてはツァーリから任ぜられた者のごとくに。犯
罪者たちを罰し、善行をおこなう者たちを励ますよう
に。22 なぜなら、神の意志は、善行をおこなう者たちが
無分別な者たちの無知を抑止することだからだ。」
　これと同じことをパウロも言っている。「公たちは、
善をおこなう者たちにはそうではないが、悪をおこなう
者たちには恐ろしい存在だ。あなたは権力を恐れないこ
とを願っているか。それなら、善をおこないなさい。そ
うすれば、権力者から誉められる。権威者は、あなたに
善をおこなわせるために、神に仕える者なのだ。しかし、
もしも悪をおこなえば、恐れなければならない。権威者
はいたずらに剣を帯びているのではない。神に仕える者
として、悪をおこなう者に怒りをもって報いるのだ。」23
　これと同じようなことを聖なる教父たちが言っている。
聖なる金口ヨハンネスがこのように言っている。「とい
うのは、人々の権力は、神によって人々のために定めら
れたのである。人々の権力は、一部の不信心な者たちが
断言しているように、魚のようにたがいがたがいを飲み
こまぬようにと配慮して、悪魔によって定められたもの
ではない。」このゆえに、聖なる使徒ペテロは言ってい
るのだ。「善をおこなう者たちが、無分別な者たちの無
知を抑えることが、神の意志なのだ」と。
　アグリジェントの司教グリゴリオス24は、自らの合法
的な遺言状で次のように述べている。「人間への愛とし
て、偉大なる神の賜物が天から人間たちにあたえられた
のである。それは、聖職者の制度と王国の制度である。
前者は神に仕え、後者は支配することによって人間のこ
とを配慮するのである。至上者の命令によって人類の統
治を引き受けた者は、自分たちの仕事に従事し、自分の
生命のことを思い煩うだけではなく、自らの権力のなか
にあるすべてのものを、動乱と罪深い騒乱から守らなけ
ればならない。ずるがしこい霊はいたるところで、動乱
や騒乱のなかで私たちを沈めようとし、身体の平穏をか
き乱そうとするのである。」
　聖なる使徒たち、神に似たる教父たちが、ツァーリ、
公たち、権力者たちは悪人に報いをもたらすべきだと言
うのは、殺人者たちや姦通者たち、盗み、強盗、そのほ
かの犯罪をおこなう者たちについて言っているのであっ
て、異端者や信仰から逸脱した者たちについてではない、
と誰かは指摘するかもしれない。だが、それが殺人者た
ち、姦通者たち、そのほかの犯罪を犯した者たちについ
て命じられたものであるならば、ましてや異端者や信仰
を逸脱した者たちにたいしてはもっと必要度は高いので
ある。それは、神の書物が証言しているとおりである。
　都市法である神の規範のなかで、不信心者や異端につ
いてこう言われている。「聖なる洗礼を受けて正教の信
仰から逸脱した者は異端者となり、異教の供儀を捧げた
者は、死刑に処すべきである。マニ教徒、または、キリ
スト教徒となったがそのあと異端の道に入り、異端の教
説を垂れた者たちは、剣によって処断されるべきである。
そのような者たちを知っていても、彼らについて権力に
知らせなかった者は、死刑に処すべきである。もしも軍
司令官や戦士、こうしたことどもに配慮しなければなら
ない共同体の長が、誰かが異端に傾斜し、その教えを広
めようとしているのを知りながら、そのような者を突き
22 『ペテロの手紙一』2章13-15節。
23 『ローマの信徒への手紙』13章3-4節。
24 6世紀の教会活動家。シチリアのアグリジェントの司教。
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出さないならば、自らが正教徒であったとしても、死刑
の判決を受けるだろう。」
　異端者や信仰から逸脱した者を裁くべきではないと
言っている者たちはどこに行ったのか。罰するべきであ
るばかりではなく、残酷な刑に処するべきであることは
明々白々である。それは異端者や信仰から逸脱した者た
ちだけではなく、異端者や信仰から逸脱した者たちを
知ってはいても裁判官たちに通報しなかった者たちも、
自身が正教の信仰に帰依していたとしても、死刑に処せ
られるのである。25
　「これは都市法であり、使徒規則ではないし、教父た
ちの書き物ではない」と言う者があるかもしれない。そ
のような者には、聖なる我らが教父ニコノスが、霊感に
満ちた自らの著作のなかで、都市法について次のように
言っているのを聞くがよい。
　「なぜなら、崇拝される聖霊が、聖なる公会議で神の
ごとき教父たちを満たし、教父たちは聖霊から出ずる神
の規則を定め、神の法と聖なる神を宿す教父たちの言葉
を述べたのである。聖なる教えは、主ご自身の唇によっ
て述べられたものであり、すでに太古の昔から、神の規
範は都市法の規定と融合していたのである。」
　このようにして、『ノモカノン』、つまり、「法令の規
則」という本26が編纂されたのである。神の深淵なる配
慮にしたがって、神の規則は主の教えと聖なる教父に
よって述べられた教えと融合しているし、都市法そのも
のとも融合しているのである。かくのごとくして、さき
に名前を挙げた書物は生まれてきたのである。
　全地公会、地方公会議に出席し、聖なる命の源である
聖霊に導かれた聖なる教父たちが、神の規則、掟、聖な
る教父たちの言葉、主ご自身の口から語られた聖なる教
えを定めたのだとするならば、聖なる教父たち自身が太
古においてこれらの規則や掟すべてと、市民の法を統
合したのである。それらが聖霊や聖なる教父たちによっ
て受け入れられ、神の書物の全体と統合されている以上、
誰がそれを取り除いたり、誹謗したりすることができよ
うか。
　これに類することを偉大なるアファナシオスが言って
いる。死に値する罪をおこなった者たちを裁くべきでは
ないと言っている者たちが、異端の輩なのである、と。
　彼らが断言するとおりであったとしたら、義人ノアは、
自らを手厳しく批判したハムが、兄弟たちの奴隷になる
と責めることはなかったであろう。27 モーセは雄牛に跪
拝する３千人の人々を剣で切り殺すように、土曜日に
薪を集めた人を石打ちにするように命じた。28 ヌンの子、
ヨシュアは窃盗の罪ゆえにその家ともどもアカンを根絶
やしにした。29 ピネハスは放埓さゆえにジムリを殺した
し、30 サムイルは主の御前でアガグ王を殺したし、31 エリ
ヤは小川のほとりで偽預言者たちを豚のように刺殺した
し、32 エリシャはゲハジを収賄ゆえに罰し、ライ病にか
からせた。33 ダニエルはモーセの律法にしたがって好色
な長老たちを罰し、彼らを殺した。34 そして、聖なる使
徒ペテロは天国への鍵を受けとったが、アナニアとその
妻は自分の財産を隠匿したため、彼らを罰し、彼らが息
絶えるように仕向けた。35 パウロは鍛冶屋のアレクサン
25 異端者の大量処刑の必然性を正当化するために、ヨシフ・ヴォロツキイは自らの（現実の、および、ありうべき）反対
者にたいして精力的に反論を試みている。反論者たちはキリスト教の文献に依拠しつつ、改悛した異端者たちは許すべ
きだと主張した。1504年の『公会議判決の遵守についての書簡』において、ヨシフは、改悛した者を赦すべきだという
規則は、「異端者についてであって、キリストに敵対した信仰逸脱者についてではない、いまの異端については、全員が
キリストに敵対したことをそなたたちは知っている」と説明している。『公会議判決の遵守についての書簡』のなかに、
異端についてのゲンナージイの初期の著作を含めながら、ヨシフは組織的に、異端にたいする論難を、信仰の逸脱、す
なわち、「ユダヤ主義」にたいする論難に替えようとしている。異端と違って、信仰逸脱者は悔悟したとしても、許しに
は値しないというのである。
26 ビザンツの規範集にはこのような名前があった。この規範集には、公会議規則、皇帝の命令が収められ、中世ロシアの
『コルムチャヤ』（11世紀、12世紀）に大きな影響をあたえた。
27 旧約聖書からのいくつかの例は、死に値する罪にたいする罰が許容されるべきであることを支持すべく引かれている。
父を辱めたハムとその子孫を呪うノアについての物語は、『創世記』9章22-27節に由来する。
28 聖書に拠れば、モーセはレビたちに黄金の雄牛を崇拝した人々を殺すように命じ、このようにして３千人の人々が死んだ。
『出エジプト記』32章27-28節。
29 モーセの後継者、ヌンの子、ヨシュアが、戦利品の一部を隠匿したアカンを石で打ち殺すように命じたことが、聖書に
語られている。『ヨシュア記』7章24-26節。
30 聖書に拠れば、エレアザルの子ピハネスは、ミディアン人を妻に娶ったイスラエル人、ジムリを殺し、このことで神の
怒りをイスラエルから逸らせた。『民数記』25章14-15節。
31 囚われたアマレク人の王アガグについての話は、『サムエル記上』15章32-33節にある。
32 エリヤによる異教神バアルの祭司たちの殺害の話は、『列王記上』18章21-40節にある。
33 『列王記下』5章9-27節によれば、預言者エリシャは、シリアの軍司令官ナアマンのライ病を治したが、返礼を断った。
ところが、エリシャの従僕ゲハジは騙してナアマンから返礼をせしめた。これにたいして、エリシャはゲハジをライ病
にかからせた。
34 預言者ダニエルは、長老たちが若い女性スザンナを中傷しているのを暴き、長老たちは一まとめにして殺された。『ダニ
エル書補遺』スザンナ1-62節。
35 『使徒言行録』によれば、アナニアとその妻は自分たちの財産を使徒たちにわたしたが、その一部を隠した。この欺瞞の
ために、彼らは突然死に見舞われた。『使徒言行録』5章１-10節。
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ドロ、ヒメナイ、フィレトを悪魔に引き渡し、彼らが神
を冒涜できないようにした。36
　これら裁く者たちはみな、自らは裁かれず、正しき者
たちであり、それ以上に、選良であり、精神的な勤めの
ために選ばれた者たちであった。
　このようなわけで、大アファナシオスは死の罪をおこ
なう者たちについてかくのごとく言い、教え導いたので
ある。「死に値するあらゆる罪のなかで重く、恐ろしい
ものは、異端に陥り、キリストに背を向けることであ
る。」かの神のごときアファナシオスはこのように言っ
ている。偉大なる金口ヨハンネスは自らの著作のなかで
言っている。「ツァーリの裁きと市民の法は、死に値す
る罪を犯し、魂と肉体を滅ぼす、非知性的な人々の手前
勝手を抑える。」
　聖なる教父たちの神聖なる規則も同じことを言ってい
る。「ツァーリたちよ、公たちよ、聞くがよい。覚える
がよい。神がそなたたちに権力をおあたえになったこと
を。そなたたちは、神の僕であることを。このために、
神はそなたたちをそなたたちの民の牧者とし、見張りと
したのだ。そなたたちの群れを安全のなかで狼から守る
ために。神はそなたたちを自らの場所に選び、自らの玉
座につけ、そなたたちに憐れみと生命を授け、神の至高
なる右手はそなたたちに剣を託したのである。
　そなたたちは偽りのなかに真実を包み隠してはならな
い。天の鎌を恐れなくてはならない。悪をなす人間にた
いして自由をあたえてはならない。信仰の正しい人々に
たいして、狂犬をけしかけるように、悪をなす人間たち
をけしかけてはならない。さらにはこういうことでもあ
る。狂気に陥った人間に剣をあたえた者は、肉体だけで
はなく、魂をも滅ぼす者である。」
　身体を殺すだけではない者とは何者かを考えよ。それ
は殺人者たちについて言っているのでもなく、強盗や侮
辱をおこなう者たちについて言っているのでもない。彼
らは肉体だけを殺すのである。そうではなく、「肉体だ
けではなく、魂を殺す」というのは、異端者であり信仰
逸脱者である者についてである。これらの者たちは、肉
体とともに魂を滅ぼすのであり、異端の教えによって信
仰の正しい者たちを誑かす。
　真相はこういうことなのだ。もしも彼らが悪をなした
ならば、罪はこのことを赦した者、すなわち、ツァーリ、
公、地上の裁判官の身の上に降りかかる。もしも彼らが
ふさわしくない者たちに権力をゆだねてしまったならば、
キリストが再臨する恐ろしい日に、主なる神からこのこ
とについてお咎めがあるだろう。このゆえにツァーリと
権力者たちは、異端者についてキリストの復讐者になる
ように、心を砕かなければならないのである。
　これに類することを、聖なる金口ヨハンネスは教え導
き、諭し、つぎのように言っている。「神の意志にした
がって起こることは、外見は芳しからざることでも、何
にもましてよいことだ。神の意志に反して、神の意に添
わず起こることは、外見はよいことのようでも、何にま
して悪く、法に反することだ。もしも誰かが神の意志に
したがって殺人を犯したとしても、この殺人はどんな人
間愛よりもはるかによい。誰かが人間愛から、神の意に
添うことに反して憐れんだとしたら、この憐れみはあら
ゆる殺人にくらべてもよいものとは言えない。物事の性
質ではなく、神の裁きが物事をよくしたり、悪くしたり
するのである。」
　これが真実であることをよくわきまえ、言われたこと
に耳を傾けるがよい。かつてイスラエルの王サウルは神
の意に反して、アマレク人の王アガグを許したが、この
許しによって自分だけではなく彼の種族全体が神から咎
められた。37 同じように、アハブ王がアッシリア王アデ
ルを捕らえ、神の御心にかなうことに反して彼を手もと
におき、彼を丁重に解き放したものだが、そのとき、神
は預言者をアハブ王のもとに送りこみ、こう言わせた。
「主はかく仰せである。そなたがこの殺害者を解き放っ
たのならば、そなたの魂はこの男の魂に取って代わられ、
そなたの民はこの男の民に取って代わられる。」38
　これと同じように、ある預言者が来て自分の隣人に
「主の言葉にしたがい、私を打て」と言ったが、この人
は彼を打とうとはしなかった。そこで、その人はこの男
に言った。「あなたは主の言葉を聞かなかったのだから、
あなたは私のもとを立ち去ると、ライオンがあなたを引
き裂くであろう。」彼が立ち去ると、ライオンが彼を見
つけ、彼を引き裂いた。預言者は別の人間に遭って「私
を打て」と言った。この人は預言者を打ち、預言者は顔
に傷を負った。
　これ以上に奇しきことがあろうか。打った人間は救わ
れ、容赦した人間は苦しむのである。よくわきまえるが
よい。神がお命じになるときは、服従するのみである。
起こったことの性質をあれこれと考えるべきではない。
　このようなわけで、あらゆる聖なる、神に似たる、神
を宿したる我らが教父たち、牧者たち、教師たちが、敬
虔なるツァーリたち、公たちに、異端者たちを根絶する
ようお願いを繰り返して来たのだ。それは、聖なる第６
36 『テモテへの手紙一』1章20節；『テモテへの手紙二』2章17節；4章14節。
37 サウル王が神の意に反してアガグ王を許した話は、聖書においては、預言者サムエルによるアガグ殺害の話のまえにあ
る。『サムエル記上』15章8-９節。
38 イスラエル王アハブについては、『列王記上』20章にあるが、アハブ王が許したシリア王の名はベン・ハダドである。ソ
ロモンに敵対するエドム人アデルについては、『列王記上』11章14-21節に述べられている。
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回全地公会議の聖なる教父たちが敬虔なるユスティニア
ヌス帝に次のように申し上げたときに、39 教父たちが証
言したとおりである。
　「そなた、ツァーリよ、目に見える小麦畑に異教やユ
ダヤ教の悪の残滓が紛れこんだならば、雑草を抜くよう
にそれらを根絶やしにしてください。異端者たちが引き
抜かれ、教会という畑が、槍で罪を刺し貫いたツァーリ
たちや権力者たちの、ピハネスをしのぐ神への熱い愛で
清められますように。」
　エルサレムに集った千４百人の聖なる教父たちは、ビ
ザンツ皇帝テオフィロスのために幾重もの巻物を書いた
が、彼らもこう言っているのである。「おお、ツァーリ
よ、謙虚なる祈りへと降りて来てください。自らの教会
にたいして寛大であってください。教会の内輪揉めを止
めてください。何よりもまず、誤った信仰をいだく逸脱
者たちを、ツァーリの正しい権力で、すなわち、自らの
敬虔さの筋力で退けてください。
　このように、よき信仰であるキリスト教の始原であり
皇帝たちのなかでの使徒である、正義の偉大なるコンス
タンティヌスは、闇の、神にたいして敵対的なアリウス、
すなわち、憤怒と同じ名前をもつ第２のユダを退け、ア
リウスをその呪われた教説、この教説に属する他の者た
ちとともに追放に処した。
　コンスタンティヌスののち、眩しい星、皇帝位の後継
者、その指図によって第２回公会議が召集され、魂の破
壊者マケドニウス、エウノミウス、アリウス派、そのほ
かを呪詛した偉大なるテオドシウスは、彼らを論難し、
追放に処した。偉大なる皇帝、ユスティニアヌスは、オ
リゲネスの流れを汲むディディム、エヴァグリウスに反
対して公会議を召集したが、彼らを呪詛したのち追放し
た。
　そのあと、コンスタンティヌス（４世）、イラクリウ
スの孫は、マルキオン、ステファノス、セルギウス、パ
ウロス、ピルスとそのほかの悪しき意図をもった者たち
に反対して第６回公会議を召集し、この時、異端は破壊
され、自らの悪しき信仰にふさわしい処罰を受けた。そ
のあとふたたび、敬虔なる皇妃イリーナとその息子、敬
虔なる皇帝コンスタンティヌスは、恥ずべきイコン破壊
者に反対して第７回公会議を開催し、あらゆる異端を退
け、完全に根絶やしした。
　かくのごとくして、敬虔なる皇帝は、攻城兵器によっ
て不信仰の異端の要塞を完全に破壊し、聖なる公会議に
よっていくつもの頭をもった恐ろしげな竜の頭を断ち切り、
清らかなる正教信仰を堅め、揺るぎなき円柱を打ち立て、
敬虔なる信仰を堅固なものにしたのである。敬虔なる皇
帝たちは、このことを知り、敬虔なる教父たちの祈りと
教え導きによって、異端者たちと信仰逸脱者たちを呪詛
し、追放に処するとともに厳しい処罰をくだした。彼ら
は神の旧約聖書と新約聖書に基づいていたのである。40
　預言者たち、義人たち、旧約聖書の敬虔なる王たちは
このように振る舞ったのである。全能なる主なる神から
背を背けた者を見たなら、彼らを剣で殺し、祈りで退け
た。偉大なるモーセは、全能なる神から背を背け黄金の
雄牛に跪拝した者たちを、剣で切り裂くように命じた。
預言者たちのなかで偉大なるエリヤは、天の火によって、
主なる神から背を背けた２人の五十人隊長を焼き殺し、
４百人の人間を自らの手で剣で切り殺した。41 ユダ・マ
カバイオスは、人々が主なる神から背を背け、偶像を崇
39 第６回全地公会はコンスタンティノープルにおいて680年から681年にかけて開催された。ユスティニアヌス２世（在位
685-695年）のもとでは、いわゆる５回・６回トゥルロ公会議が開催され、第５回公会議、第６回公会議の決定を確認し
た。
40 以下の部分では、『講話』の編集者は、異端の処罰と処刑が許容されるべきこと、それが必然的であったことを証明する
ために、７つの全地公会の決定を数え上げている。７つの全地公会とは、コンスタンティヌス１世治下の第１回ニケー
ア（325年）、テオドシウス１世治下の第２回（381年）、小テオドシウス２世治下の第３回（431年）、マルキアヌス帝治
下の第４回（451年）、ユスティニアヌス１世治下の第５回（553年）、コンスタンティヌス４世（イラクリウス帝の孫）
治下の第６回（680-681年）、コンスタンティヌス４世とその母イリーナ治下の第７回（787年）である。論争と論難の対
象となったのは基本的に、キリストの神性と人性と三位一体についての諸問題である。公会議で論難され、死後にいた
るまで呪詛された異端のなかには、アリウス派（『講話』の作者は特別に「憤怒と同じ名前の」と注釈しているが、これ
は「アリウス」という言葉がギリシア語で「戦争の、戦いの、戦闘の」の意味があることに由来している）、マケドニウス、
エウノミウス、ネストリウス、ネストリウス派、彼らの熱狂的な反対者であるエウティキウス、ディオスコル、有名な
哲学者オリゲネスの後継者、ディディム、エヴァグリウスそのほかがいた。
　第７回公会議では、8世紀中葉に禁止されたイコン崇敬が復活させられ、イコン破壊派が論難された。７つの公会議に
よって論難された異端は、『講話』の読者に特別の関心をかきたてる。なぜなら、それらは15世紀末のロシア異端がもっ
ていたとされる見解と類似性があるからである。
　奇跡の力を借りて罪人や信仰逸脱者たちを処刑した預言者と使徒たちについての『講話』の引用が同時代人たちを説
得せず、彼らの側からヨシフ・ヴォロツキイにたいして同じような奇跡を起こすようにという皮肉に満ちた助言が提示
されたとしても（たとえば、『キリル修道院の長老たちの答え』）、ビザンツ教会の不寛容の事例は、中世ロシアの人々に
はもっと説得的に響いたようで、ヨシフの反対者の側からの念入りな答えは惹起しなかった。
41 聖書によれば、預言者エリヤは、エクロンの神バアル・ゼブブを頼ったアハズヤ王から派遣された二人の五十人長と配
下の兵たちを、天の火によって焼き殺した。『列王記下』1章2-14節。
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拝するのを見て、すべての人々を剣で斬り殺すことを命
じた。42 敬虔なる王ヨアシュは正しい信仰を熱心に守り、
人々を主なる神への信仰から引き離すように誘惑する生
きたる人々を殺しただけではなく、死んだ人々の骨を掘
り起こして火で焼き、灰を風のなかに吹き散らした。43
　新約聖書では、聖なる使徒ペテロが異端の長、魔術師
シモンを祈りによって死の手に引き渡した。これと同様
に、神学者ヨハネは魔術師クポンを海のなかに沈めた。
同様に聖なる使徒ピリポは、我らが主イエス・キリスト
を罵った祭司を飲み込むように地に命じた。聖なる使徒
パウロは、魔術師エリマをたった一言で盲にし、イメネ
イ、フィラト、鍛冶屋のアレッサンドロをサタンの手に
わたした。
　また、聖なる使徒パウロは言っている。「もしも誰か
がモーセの律法を蔑ろにしたならば、２人または３人の
聖職者たちの証言によって情け容赦なく死に至らしめら
れる。神の子を蔑ろにする者への処罰はこれよりもっと
苦患に満ちたものになる。」これが示すものは、今こそ、
神の子を謗る者を厳しく罰しなくてはならないというこ
とである。ヤコブの弟、聖なる使徒ユダはこう言ってい
る。「ある者たちは熟慮のすえに憐れむがよい。ある者
は恐怖によって救うがよい。」
　これらの神の預言者と使徒の言葉と伝説にしたがって、
敬虔なる正教の皇帝たちと聖職者たちは、異端者たちと
信仰逸脱者たちを追放に処し、残虐な刑罰に委ねたので
ある。当初、使徒に似た偉大なる皇帝コンスタンティヌ
スは、自らの国家のなかで法を定め、聖なる命の源なる
三位一体を信じない者を暴力による死に委ねること、そ
の財産を略奪に任せることを決めた。聖なる教父たちは
第１回の公会議でこれに反対しないことを決議した。
　コンスタンティノープル総主教であった聖アレクサン
ドロスは、アリウス派が倒れることを自らの祈りによっ
て実現した。偉大なる奇跡成就者キプロスのエピファニ
ウスはたった一言で異端者アエティウスの口をきけなく
し、７日目に死に委ねた。敬虔なる皇帝マルキアヌスは、
アリクサンドリアの総主教で異端者ディオスコルを罰し
たが、剣で殺すことはせずにアス島に流刑に処した。こ
の島では、吹き募る死を招く風のために一年と生きるこ
とができず、ディオスコルは苦しみののちに死んだ。こ
の地で、ディオスコルは悪しき教えを分かち合うすべて
の者たちとともに、苦しみのなかで魂を手放した。
　第４回公会議に出席していた聖なる教父たちは、こう
なることを妨げなかった。敬虔なる皇帝たち、ユスティ
ニアヌスとティベリウスは、異端者たちの庇護者であっ
た、総督アッダと軍司令官エレウフェリウスの首を刎ね
たが、コンスタンティノープル総主教、偉大なる奇跡成
就者エウティキウスはこれを妨げなかった。偉大なる皇
帝イラクリウスは洗礼を受けることを望まないユダヤ人
たちを殺すように命じたが、その当時総主教であった者
たち、高位聖職者にあった者たち、神に似たる聖なる者
たちはこれを妨げようとはしなかった。
　ガザの主教、聖ポルフィリウスは、マニ教の嘘の支持
者たちを喋れなくしたあと、彼らを死に委ねた。エデッ
サの主教、聖なるテオドロスは一言で、我らが主イエ
ス・キリストを罵ったユダヤ人女性から言葉を奪ったが、
そのあと、バビロン王に願い出て、バビロン王がエデッ
サに軍勢を派遣し、かの町から異教徒を追放し、財産を
奪い、彼らのうち何人からは舌を引き抜くように仕向け
た。聖なるテオドロスは、これを妨げなかった。同様に、
テオドロスの聖なる皇妃はその息子ミカエルとともに、
コンスタンティノープル総主教、異端者アンニウスを追
放に処したが、そこで彼を縛り、皮鞭で打つように命じ
た。聖なる総主教メトディウスと多くの我らが神に似た
る教父たちにして説教者たちはこれを妨げなかった。カ
ターニアの主教、聖レオンは、異端者イリオドルが炎の
なかで焼け死ぬように画策した。44
　見るがよい。旧約の預言者たち、義人たちは、主なる
神から背を背けた者たちを、祈りと神から受けた恩寵に
よって死へと引き渡したり、武器によって殺したり、残
酷な刑罰に処した。だが、新約の神の聖職者たち、神に
似たる、神を宿したる教父たちは、武器によって異端者
や信仰逸脱者たちを殺したわけではなく、祈りと全能な
る命の源である霊によってあたえられた力によって、残
酷な刑罰と死へと引き渡したのである。
42 紀元前2世紀までにユダでセレウコス朝の権力にたいして遂行された戦争については、正典とされなかった聖書の『マカ
ベア記』あるいは『ハスモン記』、同様に11世紀から12世紀にかけて中世ロシア語に訳された、フラヴィウス・ヨセフ
スの『ユダヤ戦記』が語っている。
43 聖書によれば、ヨアシュ王のもとで異教神の祭壇はすべて打ち壊され、異教の風習によって埋葬された人々の遺灰は壊
され、祭司たちは根絶やしにされた。『列王記下』11章18節。
44 『講話』のなかで引かれた例は、皇帝たちとギリシア正教会の著名な活動家が、異端にたいする論難と処罰に積極的に関
与したことを証明するものである。すでに名前が挙がった者のほかに、例として、ユスティニアヌス２世、ティベリウ
ス２世（6世紀）、テオドロスの皇妃とその息子のミカエル（9世紀）、高位聖職者たち、コンスタンティノープル総主教、
第１回公会議の参加者アレクサンドロス、キプロス主教エピファニオス（4世紀から5世紀はじめ）、コンスタンティ
ノープル総主教エウティキオス（6世紀）、コンスタンティノープル総主教メトディウス（9世紀）が数え上げられている。
異端者として、アリウス派の賛同者であるアエティウス（4世紀）、総主教代理アドゥスと軍司令官エレウフィロス（6世
紀）、コンスタンティノープル総主教アンニウス（文法学者ヨハンネス（837-843年）のことと思われる）は、ヨシフの
ほかの著作でも引用されている。
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　もしも誰かが、祈りによって死に委ねることと武器に
よって殺すことは別であると主張するのならば、そのよ
うな者には、祈祷によって死に追いやることと、武器で
死に値するものを殺すことは同じであると答えよう。
　偉大なるアファナシオスは『死の罪を犯した者たちに
ついての講話』でこのように書いている。アファナシオ
スはまず、罪ある者たちを武器で殺したり、刑罰に処し
たりした、旧約聖書の預言者たち、義人たちについて想
起したあとで、最上の使徒、ペテロとパウロの名前をげ
ている。ペテロはたった一言の言葉と聖霊のあたえる力
によってアナニイとサプフィルを死の手にわたしたのに
たいし、パウロはたった一言の言葉によって魔術師エリ
マ、鍛冶屋のアレッサンドロ、ヒメネイ、フィラトを死
の手にわたした。見るがよい。偉大なるアファナシオス
は、罪ある者たちを武器で殺すことと、祈りで死に至ら
しめたり刑に処することの区別を、まったくしていない。
　異端者たち、信仰逸脱者たちが刑罰や死に委ねられる
べきではないのならば、聖なる使徒たちや神の聖職者た
ち、神にいと似たる我らが教父たちも、祈りと、神から
あたえられる力によって、罪ある者たちを死に委ねるこ
とはなかっただろう。武器による死よりも、祈りによる
死のほうがはるかにつらいのだから。
　もしも死が祈りによるものならば、神が罪ある者に死
をあたえたことが明白になる。生きたる神の御手に委ね
られることほど、恐ろしいことはない。武器による死は、
人々の思惑によって、武器による死が、祈りによる死ほ
ど恐ろしくないことを理解する人によって起こることが
稀ではない。人間は顔を見るが、神は心を見る。
　このようなわけで、神にいと似たる、神を宿す我らが
教父たち、聖職者の長たち、牧者たちが武器ではなく、
祈りと神からあたえられた力によって、異端者と信仰逸
脱者を死と残虐な刑罰に委ねてきたのである。もしもど
こかの異端者、信仰逸脱者が死と刑罰に委ねられるべ
きならば、自分自身がこれを行うのではなく、敬虔なる
正しい信仰をもつ皇帝たちが、使徒たちの規範、聖職者
たちの規則と市民の法規の証言にしたがって、間違った
信仰をもつ者たちに報復する。それらは神にいと似たる、
神を宿したる我らが教父たちが集め、聖なる規則と結び
つけたものである。これについては、すでに十分であろ
う。
　今度は、異端者たちが何を言っているかと話すことに
しよう。異端者や信仰を逸脱した者たちを裁いたり、論
難しなければならないならば、それは皇帝たち、公たち、
聖職者たち、地上の裁判官たちが行うべきであって、こ
の世とこの世にあるものすべてから身を退けた修道士
たちではない、修道士たちは異端者をも、信仰逸脱者を
も、誰をも裁くべきではないと、異端者たちは言ってい
る。それでは、そのような者にたいしてどういうことが
言われるべきなのか。
　もしも修道士が異端者や信仰逸脱者を裁くべきではな
いのならば、いかにして偉大なるアントニウスは彼らを
論難したのか。45 アントニウスは異端者について、彼ら
の言葉は地上の蛇よりも恐ろしいと言っている。そして、
つねに自分たちの弟子たちを教え導きながら、メレティ
ウス派、アリウス派、そのほかの異端と交流をもっては
いけないと命じている。
　第１回公会議の席で教父たちのあいだに、聖なる説教
師パフヌティオスがいたが、彼はアリウスを追放に処し
ている。聖パコミウスは異端者を論難したが、異端者た
ちと交流をもち、オリゲネス、メレティウス、アリウス
の著作を読む者は、地獄の底なき底に落ちると言ってい
る。
　同様に偉大なるマカリオスは異端を論難し、異端を阻
止するために荒野を出たが、そのとおりのことをしたの
である。聖なるエフレムが、アポリナリウス異端が賢し
らを増していることを聞き、このゆえに荒野をあとにし
てコンスタンティノープルに入り、アポリナリウスを自
らの巧みな弁舌によって酷い死へと追いやったのである。
　その幼少期から、荒野では奇跡のようなダルマツィア
のイサアクが暮らしていたが、ヴァレンスがアリウス派
の教説を広めているのを聞くと、ビザンツ帝国に来て
ヴァレンスを論難するばかりではなく、彼を炎のなかに
投げこんだのである。偉大なるエウフィミオスもこのよ
うであった。彼自身は第３回公会議にいなかったが、自
らの弟子たちを公会議に派遣し、彼らが異端を論難し、
呪詛することを命じた。
　アウクセンティウスは老齢と大いなる自らの仕事のゆ
えに、聖なる教父たちの公会議に出た。彼らがネストリ
ウス派異端に反対して集まっているとき、彼は馬具を馬
につけることを命じ、異端を論難し、呪詛するために自
らを公会議に運んだ。円柱行者聖ダニイルもまったく同
様に、重い病のゆえに足を動かすことができなかったが、
異端を論難し、呪詛するために人々に頼んで、聖なる教
父たちの公会議に連れていってもらった。
45 正教会の高位聖職者たちがけっして寛容ではなかったことを証明しつづけるために、作者は次の名前を挙げている。修
道制の創始者であるテーベの大アントニウス、説教者パフヌティオス（4世紀）、大パコミオス（4世紀）、エジプトのマ
カリオス（4世紀）、シリア人エフレム（4世紀）、ダルマツィアのイサアキオス（4世紀）、大エウフィミオス（4世紀）、
聖化されたサヴァ（4世紀終わりから5世紀はじめ）、共住式修道制の創始者大テオドシオス（5世紀）、殉教者ツァリグ
ラードのテオドシア、イコノクラスムの論難者テオファネス、そのほかの名前を挙げている。彼らが論難した異端者に
は、メレティオス（4世紀）、アポナリウス（4世紀）、皇帝ヴァレンス（4世紀）、セヴェロス（5世紀終わりから6世紀は
じめ）がいる。
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　聖化されたサッヴァも同じである。サッヴァはセヴェ
ロス異端が世界に広まっているのを見ると、エルサレム
からコンスタンティノープルのアナスタシオス帝のもと
にやってきて、帝に異端を論難し、呪詛するように懇願
した。偉大なるテオドシオスは、セヴェロス異端が世界
中に広まったのを見ると、修道院をあとにして荒野を出、
村や町を回って信仰ある者らの信仰を堅め、異端を論難
し、辱めた。そのあと、あらゆる修道士たちを集め、聖
化されたサヴァとともにエルサレムに行くと、１万人に
もおよぶ大勢の弟子の修道士たちを引き連れて教会に
入った。偉大なるテオドシオスと聖化されたサヴァは講
壇に昇り、セヴェロスとその教説に追随するすべての
人々を呪詛した。同じように、第６回公会議では、アレ
クサンドリア総主教のかわりに、修道士ペトルスが教父
たちとともにやってきて異端を論難した。
　殉教者アナスタシアの預言によって生まれ、７歳のと
きに修道女となり、そのあと修道院から出ることなく暮
らした、聖なる殉教者で処女のテオドシアは、イサウリ
ア出身のレオン帝が武装した兵を派遣し、町の銅の門の
主キリストのイコンを投げ捨て、破壊しようとしたとき、
その場に駆けつけ、武器をもった者が斧で３度救世主キ
リストの画像を打ちつけたのを見たが、かのテオドキア
は梯子を外し、武器をもった者を苦しみに満ちた死の手
に委ねたのだった。それから、総主教の部屋に押しかけ
てイコン破壊派の総主教アナスタシオスに石を投げつけ
たが、その場で卑しむべき皇帝の命令により、我らが主
イエス・キリストの画像のために殺害された。キリスト
の殉教者テオドキアが自らの手によって人間を死に追い
やったとき、それは神の命令によってこのようなことを
したのではない、と言いはじめる者はいなかった。
　まさにこのゆえに、善良このうえない主キリストは、
死後に多くの奇跡と恐ろしい徴によって彼女を讃え、彼
女の身体を腐敗を免れたままでいさせたので、その柩に
近づく者はさまざまな病からの治癒を得たのである。聖
なる神の教父たちは、頌歌、賞賛、カノン、トロパリの
なかで彼女を讃え、栄えあるキリストの男女の殉教者た
ちとともに5月29日をその記念日とすることを定めたの
である。
　聖なるテオドラと敬虔なる皇帝ミカエルのもとに、聖
なる偉大なる斎戒者で奇跡成就者である偉大なるアニキ
オス、アルカキオス、イサアキオス、説教者テオファネ
ス、そのほか多くの者たちが修道院と荒野を離れて町に
集まり、異端者を呪詛し、論難したのである。修道士た
ちは全地と地方の公会議に集い、自らの修道院、荒野を
忘れて町々へと急いだのである。
　かくのごとくして、公たち、軍司令官たち、男女のふ
つうの人々、あらゆる正教徒は、高位聖職者と聖職者と
ともに異端を論難し、聖なる命の源なる聖霊によって教
え導かれ、神の規則を書いた。そして、さらに異端を論
難するばかりではなく、呪詛し、残酷な刑に委ねるよう、
市民の法を神の規則によって編んだのである。
ゴレニナ公夫人へのヨシフ・ヴォロツキイの書簡46
〈解説〉
　15世紀末から16世紀はじめにかけての有名な教会活
動家、修道院長ヨシフ・ヴォロツキイの公夫人ゴレニ
ナへの手紙は、1503年に死んだルザ公イワン・ボリソ
ヴィチ公と、1505年に死んだ大主教ゲンナージイの追
善のための寄付について書かれていること、1513年に
死んだヴォロツキイ公フョドル・ボリソヴィチについて
書かれてはいない（この公はヨシフと争っていたにもか
かわらず修道院の永世追悼に加えられている）ことから、
1505年から1513年のあいだに書かれたと考えられてい
る。ということは、すなわち、この書簡は1502年から
1504年にかけてのノヴゴロド、モスクワの異端にたい
する勝利ののちに（ヨシフは異端と四半世紀にもわたっ
て戦ってきた）、また、おそらくは無所有派とそのイデ
オローグであったヴァシアン・パトリケーエフとの、修
道院の土地所有についての死をまえにした論争の以前に
書かれた。
　15世紀の反異端論争のある一つのモティーフが、ゴ
レニナへの書簡のなかに反映された。それは神の叡慮、
神の全能と恩寵の共存、「人間のある者たちは憐れむべ
きであり、ある者たちは苦しみにあり、ある者たちは富
のなかで喜び、ある者たちは貧困で苦しみ、ある者たち
は長寿を享受し、ある者たちは若年に死ぬ」ことについ
ての問題である。ゴレニナへの書簡において、ヨシフは
このような人間の運命の多様性について説明をほどこし、
「若くして死んだ者は清らかで罪から免れており、永遠
の生に値する」と言明している。
　しかしながら、ゴレニナ夫人との論争において、この
議論は直接の関係をもたなかった。なぜなら、彼女の子
供たちは幼年時代に死んだわけではなかったからである。
このためにヨシフは、若いが成人に達して死んだ者たち
は、「神がその人間が悪い人生を歩むこと、狡猾に生き
ること、狡猾な器になることを知っているがゆえに、時
満たずして死ぬのだ」と説明している。ヨシフによれば、
まさにこのゆえに神は、彼らの両親が理解し、子どもの
ために用意した財産を「神の教会」を仲立ちとして乞食
46 翻訳、解説、注釈は以下の刊本にもとづいている。Послание Иосифа Волоцкого княгине Голениной (Подготовка 
текста и комментарии Н.А. Казаковой, перевод и комментарии Я.С. Лурье) // БЛДР. Т. 9. С. 208-215, 523-524.
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や貧しき人々にわたし、このことによって死んだ子供た
ちと自分に天の王国が来るようにするために、将来の罪
人を自らに引き寄せるのである。
　だが、この議論は、書簡のなかで一般的な哲学的な問
題に捧げられた唯一の部分である。残りの部分で、ゴレ
ニナに修道院にたいして惜しみないたくさんの贈り物を
する必然性を証明しながら、ヨシフは、無所有派との
もっと後代の論争との場合とは異なり、抽象的な神学的
性格をもった議論（「教会の財産は神の財産である」）に
は深入りしない。あらゆる教会の勤めには金を支払わな
くてはならないという原則を繰り返すだけである。「聖
職者はただでは聖体礼儀もしないし、追善供養もしない
ものです。」書簡の文体は、事務的具体的実践的であり、
俗語的でもある。
　ゴレニナへの書簡は、16世紀中葉の文集РНБ, Q.XVII.64
の写本によるものである。この写本は、かつてのヴォロ
コラムスクの修道院長ニフォント・コルミリツィン（の
ちにノヴォスパスキイ修道院の掌院でありサルスキイ大
主教となる）の所有物であり、ヨシフ・ヴォロツキイの
一連の書簡を含んでいる。訂正のためにヴォロコラムス
キイの長老フォーチイの弟子、ヴァッシアン・コシカに
よって編纂された写本ГИМ, Синодальное собр. №927
にもとづくテクストを使っている。
〈翻訳〉
　自らの子供のためにソロクスト（追善供養）47をおこ
ない抗議をした、未亡人である公夫人48への書簡
　わが女主人様、アンドレイ・フョドロヴィチ公のご夫
人よ、罪深い修道士49が叩頭いたします。
　あなた様は、私たちに「私にお金があるあいだは、私
は喜捨をします」と書いてきました。しかし、たしかに
女主人様、あなたにお金がないのなら、神はあなたに求
めはしません。お金があるのに、子どもの記憶のために
子供の領分や遺産をわたさないならば、このことについ
ては偉大なるアファナシオスが書いております。「信じ
る者たちの子供の死は、彼らの両親が神の叡慮を骨身に
沁みてわかるようになるために起こることがある。親が
子供の死を見て恐れ、悲しんで心から納得するためであ
る。」というのは、神は預言者エレミヤの口をとおして、
こう仰せだからです。「私は時宜よりも早い死をそなた
たちの子供たちに送る。それなのに、そなたたちはこ
の教え導きを理解しない。破滅をもたらすライオンがそ
なたたちに死をもたらすとしても、これを見て彼らは改
悛することがなく、あらゆる悪事からわが身を遠ざける
こともしない。」この同じ預言者はさらにこう言ってい
る。「主なる神よ、そなたは彼らを傷つけたが、彼らは
痛みを感じず、彼らを根絶し、処罰を受け容れようとせ
ず、自らの顔を石のように硬くする。」
　兄弟たちよ、私たちは、神が慈悲深く、人間への愛に
満ちて、私たちの力では捕らえることのできない多様な
道によって、私たちを自らのもとに引き寄せ、私たちの
魂を救おうとされていることを、このようなわけで知る
のです。若者たちの死はこのように説明されるのです。
彼らが幼児のまま死んだならば、彼らは清らかで罪から
免れており、永遠の生を得ることになるでしょう。成人
になってから若いうちに死んだならば、それは神がその
人が悪く狡猾な人生を送り、悪魔の器になりそうだとい
うことをあらかじめご存知だからです。
　このような場合、神は時満たずして彼らを引き寄せ、
彼らの両親が心から納得し、彼らが子供たちのために
取って置いた富と財産が、乞食と貧しき人々と神の教会
に行きわたるように配慮するのです。神の教会は子供た
ちの魂の救済のためにこの富を分かちあたえるのです。
そうして、親は子とともに天の王国を得ることになりま
す。もしも高利貸しや金銭欲にかまけ、親が自分たちの
子どもたちから、子どもたちが受け取るはずだった遺産
と財産を奪うようなことをすれば、彼らは残忍で無慈悲
な者として神から処罰を受けることになるでしょう。そ
して、キリスト再臨の日には、自らの子供たちによって
責められるのです。というのは、「無慈悲な者は慈悲を
受けることはない」と言われているからです。
　そなたは、そなたの子どもたちのために私たちのとこ
ろで一つのパニヒダ50も行われなかったと書かれていま
すが、女主人様、私たちのところでは毎週３回のパニヒ
ダ、９回の死者たちのためのリチヤ51が、聖体礼儀は毎
日おこなわれておりますし、聖体礼儀では３回、パニヒ
ダでは３回、リチヤでは１回亡くなった方の名前を呼び
ます。このほか、過去帳でも亡くなった方の名前を残し
ておりますし、大きなパニヒダでは４回ですから、大き
なパニヒダがあるときには、日に１０回名前が呼ばれる
ことになります。毎金曜日に大きなパニヒダがあります。
もしもパニヒダがない日でも、日に６回名前を呼ばれま
47 追善される人の死後40日後の死後の供養のことを指すが、この文献、あるいは、16世紀のいくつかの作品のなかでは、
すでに死んだ人々の死後の追善一般を指している。
48 書簡の差出人は、アンドレイ・フョドロヴィチ・ゴレニン＝ポストフスキイ公の未亡人、マリヤ・ゴレニナ公夫人。ロ
ストフ分領公の子孫で1482年に死んでいる。
49 書簡の現存している写本は、名前の部分が空白であるが、写本РНБ, Q.XVII.64には、余白に朱のインクで「ヨシフの別の
書簡」と書かれている。したがって、この書簡の作者は、文集のほかの書簡と同様に、ヨシフ・ヴォロツキイである。
50 追善供養。死者たちのための祈りをともなった教会における神への勤め。
51 死者たちのための特別な祈祷。
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す。主の祭日と復活祭には、聖パンのうえで年の記憶録
を読みます。そなたの公とそなたの子どもたちは、この
年の記憶録にその名前が記されています。
　そなたのパニヒダが聖堂でのパニヒダとは別に行われ
なければならないのなら、聖体礼儀もそなたのために特
別に行わなければならないでしょう。女主人様、そなた
は府主教とあらゆる高位聖職者たちが勤める勤行を見に
いらっしゃったことがあるでしょう。そこでは、あらゆ
る大公、分領公たちが記憶されていますが、すべての公
たちのために聖堂での合同のパニヒダが営まれ、女主人
様、すべての教会、修道院でその全体で追善がおこなわ
れるのです。あらゆる人のためにつねにパニヒダをおこ
ない、合同の聖体礼儀をおこなうことは不可能なのです。
　そなたは、「過去帳に名前を書きこむのはふつう、四
分の一の費用しかかからない」と書かれておられる。女
主人様、たしかに私たちの修道院では、修道院に埋葬さ
れる修道院の創建者52は、無料で過去帳に名前が書き入
れられますし、毎年、年ごとの追善がおこなわれます。
神は貧しい者からはお金を取りません。裕福な者からそ
の資産に応じてお金を拠出していただきます。誰か裕福
な者が剃髪して修道士になっても、その財産に応じてお
金を収めなければ、その人を修道院で追善することは禁
じられます。
　そなたは、「７年間に２０ルーブリを収めよというの
は、略奪であり、喜捨ではない」と書かれておられる。
それは違います。略奪ではありません。私はそなたと自
由な意思で話し合いをおこなって、あなたのご意志と私
たちの意志とが一致したのでありまして、もしもあなた
がお気に召すなら私たちはそうしますし、お気に召さな
ければ、わたしたちはそうしないというだけのことです。
　私たちはいままでにも、年ごとの追善に名前を書き入
れた人々と、そのような取り決めをおこなってきました。
これを略奪だとは誰も呼ばないでしょう。なぜなら、聖
職者が聖体礼儀やパニヒダをただで行うことはないとい
うことは、すべての人々もわかっているし、そなたにも
明らかなことだからです。聖パン、ワイン、タイム、ろ
うそく、蜜飯、カヌン53を用意して、いと清らかなる者
の修道院がここにあるあいだ永遠にお勤めをおこなうた
めには、聖職者、合唱隊員、すべての兄弟たちが毎時間
毎時間さまざまな任務にあたらなければなりませんし、
このために必要になるすべてのものについても同じこと
が言えます。聖体礼儀にたいし１ジェニガは支払われた
としても、１年となれば十分ではありませんし、私たち
が書いた分についてさえ十分ではありません。そればか
りではなく、そもそもパニヒダや死者のためのリチヤに
は、蜂蜜も蝋も聖パンも香も必要ですし、それらを勘定
に入れれば、聖体礼儀一回につき半ジェニガでは十分で
はありませんし、私たちの修道院では、聖職者一人一人
に一回の神への勤めにつき４ジェニガをわたし、ふつう
の日には２ジェニガわたしております。
　すべての修道院と教会においては、このために取り決
めを結んで、年ごとの追善への参加をおこなっています。
修道院と教会においては、公たちも貴族たちもこのため
に村をあたえたのです。このためにあらゆる修道院で土
地が多いのです。私たちの修道院で永世に年ごとの追善
をおこなうようになっていたとしたら、まさにこの条件
に拠っているのです。ボリス公、54 ウリヤナ公夫人、55 イ
ワン公56の追善のために、ウスペンスコエ村（セロ）と
スパスコエ村が寄進されました。ボリス・ワシリエヴィ
チは存命中にポクロフスコエ村を寄進し、自分の健康と
救済について祈りを捧げ、死後は年ごとの追善をおこな
うように命じました。イワン・ワシリエヴィチ・ホヴァ
ンスキイ公57は文書をあたえ、自分たちの子どもたちに
自分の追善のために百チェトヴェルチの穀物を寄進する
ように命じました。ノヴゴロド大主教のゲンナージイは
修道院にメチェフスコエ村、そのほか二つの村（ジェレ
ヴニャ）、ルザのチェメソヴォ村、百ルーブリの鐘をあ
たえました。グリゴーリイ・サバキンはミハイル・コ
ロヴァから７つの村、ニキータ・コンスタンティノフか
ら村（セロ）と２つの村（ジェレヴニャ）を買い、２百
ルーブリをあたえ、修道院がどこから土地を買うことが
できるか、情報をもらってくるように命じ、父、母、自
分３人の年ごとの追善をおこなうことを命じました。年
ごとの追善がおこなわれるように登録を受けた人々はみ
な、どのように彼らを追善するか、そのための支払いは
いくらか、誰がその追善のための費用を負担するか、過
去帳に記されました。
　あなたがお命じになりましたとおり、教会にも修道院
52 修道院の創建にあたって、修道院長の任命にいたるまで、その創始者、ないし僧房や荒野を主宰する人々を「創建者」
と呼ぶ。
53 死者の追善のために用意された食事。
54 イワン３世の弟である、ヴォロツキイ公ボリス・ワシーリエヴィチ（1494年没）は、1479年、大公との衝突のあとパフ
ヌーチイ・ボロフスキイ修道院を出たヨシフ・ヴォロツキイを庇護下に置き、ヨシフにヴォロコラムスキイ修道院を創
建する可能性をあたえた。
55 ヴォロツキイ公ボリスの未亡人。1503年没。
56 イワン・ボリソヴィチ。ヴォロツキイ公ボリスの息子でルザ公。1503年に死んだ。ヨシフ・ヴォロツキイは、イワン・
ボリソヴィチが臨終を迎えたときヴォロコラムスキイ修道院にいて遺言状の作成をした。この遺言状にしたがって、ル
ザはイワンの弟、フョドル・ボリソヴィチではなく、大公のものになった。
57 ヴォロツキイ公の貴族。有名な教会活動家、ワシーリイ・ヴァッシアン・パトリケーエフのまた従弟。
 中世ロシア文学図書館（XIV）　所有派と無所有派との論争 ― ヨシフ・ヴォロツキイ、ヴァッシアン・パトリケーエフ、ニル・ソルスキイの作品 15
にも年ごとの追善は登録されません。ボリス・ワシリエ
ヴィチ公、公夫人ウリヤナ、イワン・ボリソヴィチ公は、
あなたもご存じのとおり、モレーベンのためにもパニヒ
ダのためにも喜捨をなさいましたし、親のためにも子ど
ものためにも扶持と喜捨をあたえました。修道院は修道
院であるかぎり、それはすべて神のものであり彼らのも
のでもありますが、年ごとの追善に自分たちを登録する
ように求めたときでも、彼らはこのことを考えていませ
んでした。というのは、彼らは私たちの修道院では、神
がお贈りになった分だけが出ていく習慣であることを
知っているからです。
　教会のさまざまな用具、聖なるイコン、聖なる器、書
物、衣装を用意しなければなりませんし、兄弟たちを養
い、飲ませ、衣服を用意し、乞食たちや巡礼者たちや旅
人たちに食事を出さなくてはなりません。毎年、５０
ルーブリ、ときにはそれ以上のお金と、さらに３千チェ
トヴェルチの穀物が支出されます。なぜなら、食堂では、
ときには６百人の、ときには７百人の人々が食事をとる
からです。このために、年ごとの追善を永世に登録する
私たちの君主やそのほかの人々は、村を寄進するのです。
なぜなら、年ごとの追善を永世登録する者は、修道院に
永世に村を寄進するものだからです。イワン・ホヴァン
スキイ公は私たちに穀物もお金も寄進されましたし、ノ
ヴゴロド大主教の場合は、どれだけの贈り物をなさった
か、数え上げることはできません。グリゴーリイ・サバ
キンはすでに以前に４０ルーブリをあたえましたし、セ
ミョン・イワノヴィチ・ベリスキイ公は３０ルーブリを
寄進しました。彼らが永世に年ごとの追善に登録される
ことを望んだときには、彼らはこのことを取り決めに含
めず、このことをあらたに話し合いをしました。
　そなたは書いておられる。自分の公と自分の子どもた
ちの追善のために７０ルーブリをわたした、と。そな
たは衣服と馬についてもその値段を言っている。です
が、私たちはそのお金の半分しか受け取っていないので
す。神がそなたの息子、イワン公を召されてから、15
年かそれ以上の歳月が過ぎました。そなたは、そのとき
からいままでの15年間のあいだに、聖体儀礼やパニヒ
ダやモレーベンや扶持や自らの子どもたちの埋葬のため
に寄進をつづけてきた、このゆえに公と子どもたちを年
ごとの追善に登録するようにお命じになっています。そ
なたは、この15年のあいだ、そなたの寄進ゆえにそな
たの公と子どもを永世に年ごとの追善をおこなうように
と、一度も書いてよこされませんでした。もしもそなた
が書いてきてくださったのならば、私たちはそなたから
このことを奪わなかったでしょう。
　そなたは書いておられる。「もしもあなたたちが私の
公と子どもたちを年ごとの追善から省くならば、神がそ
なたたちを裁かれますように」と。女主人様、このこと
でそなたは自らを貶めているのです。そなたはいま、自
らの手紙のなかでこう書かれています。神がそなたの息
子イワン公を奪ったとき、そなたは１１ルーブリと雌馬
を寄進され、その父親アファナーシイ公と息子イワン公
を過去帳に書きつけるようにお命じになり、彼らはそこ
で永世に記憶されております。そなたはさらに、神がそ
なたの息子、セミョンを奪われたとき、そなたはセミョ
ンのために毛皮外套と２頭の雌馬をあたえ、過去帳にか
き入れるようにお命じになり、永世に記憶されておりま
す。年ごとの追善で未来永劫記憶することは一言も書か
れてはおりません。そなた自身がいまこの手紙のなかで
書かれているとおり、そなたは話し合いも交渉もなさっ
ていません。
　ですが、話し合いなしで追善に名前を加えることはあ
りません。誰かを追善にその名を加えるには、話し合い
が必要です。あるいは、毎年申し合わせによってお金や
穀物をあたえるか、誰かの追善のために村をあたえるの
ならば、その人を永世に年ごとの追善に書き加えること
ができます。
　女主人様、私があなた様に修道院の習慣に関する規則
にもとづいて、どうすれば年ごとの追善に永世に名を書
きれられるのかを書いたことで、私を罵らないでいただ
ければ、と切に願います。なぜなら、こうしたことは、
女主人様、あなたがたみなにとってよく知られたことと
は言えないからです。
　自らの女主人様、私はあなた様に叩頭いたします。
ヨシフ・ヴォロツキイの異端者の論難についての書
簡にたいするキリル修道院の答え58
〈解説〉
　16世紀はじめにロシア教会には、二つのイデオロギー
的潮流があった。ヨシフ派と無所有派である。ヨシフ派
は封建的な利害を主張し、教会の土地所有の不可侵性と、
肉体的な根絶という方法による異端への制裁を求めた。
無所有派は、修道院所領の廃止に賛成し、異端の処刑に
反対した。無所有派を支持したのは、教会の欠陥を根絶
することによって教会を強化することを目指した一部の
聖職者たちと、修道院の土地所有の廃止に興味をもつ世
俗の諸公であった。無所有派がとくに広がったのは北ロ
シア、とくにキリル・ベロゼルスキイ修道院であった。
　ニル・ソルスキイのあと、主たる無所有派の論客と
なったのは、ヴァシアン・パトリケーエフである。ヴァ
58 翻訳、解説、注釈は以下の刊本にもとづいている。Ответ кирилловских старцев на послание Иосифа Волоцкого 
об осуждение еретиков (Подготовка текста и комментарии Н.А. Казаковой, перевод А.А. Алексеева) // БЛДР. 
Т. 9. С. 216-221, 524-526.
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シアンは、かつてのワシーリイ・イワノヴィチ・パトリ
ケエーフ公で、1499年に失寵し、修道士として剃髪を
受けたあと、キリル・ベロゼルスキイ修道院に送られた。
ヴァシアン・パトリケーエフは、ヨシフ派に向けて一連
の社会評論的な作品を書いた。ヴァシアン・パトリケー
エフはこの著作のなかで、所領を所有し農民を搾取する
修道士たちの恥ずべき生活のありさまを鞭打っている。
ヨシフ派との論争のなかで、ヴァシアンは聖書に依拠し
ている。ヴァシアンの作家的な手法に特徴的なのは、先
鋭的な論争性、感情の深さ、毒のある皮肉である。
　『キリル修道院の長老への答え』は、無所有派とヨシ
フ派の論争の初期の作品である。この作品は、キリル・
ベロゼルスキイ修道院の長老たち、ザヴォロジエの長老
たち（ヴォルガの北に位置する諸修道院にいる修道士た
ち）の名前によって、玉座の継承者である大公ワシーリ
イ・イワノヴィチに宛てられた『ヨシフ・ヴォロツキイ
の書簡』への答えとして書かれた。
　この書簡のなかで、ヨシフはすべての異端者を情け容
赦なく根絶することを主張している。ワシーリイ・イワ
ノヴィチに宛てた『ヨシフ・ヴォロツキイの書簡』は現
存していないが、『キリル修道院の長老たちの答え』に
含まれることになったその短い要約から、それが異端を
死刑に処することの必然性を論じたものであることがわ
かる。この議論は、ヨシフ・ヴォロツキイが、私たちの
時代まで伝わる自らのほかの著作、『異端者の論難にか
んする講話』のなかで発展させたものと同じ議論である。
　すべての異端を死刑にすべきであるというヨシフ・
ヴォロツキイの審問官としての教義にたいして、キリ
ル・ベロゼルスキイ修道院の長老たちは反対の立場を表
明し、改悛した異端を赦して教会の懐に受け入れるべき
こと、改悛しない異端は追放すべきであって死刑にすべ
きではないことを主張している。
　『キリル修道院の長老たちの回答』は、集団的な著者
に帰属する作品として書かれている。しかしながら、作
品の思想的な傾向、そのなかで用いられている議論、皮
肉に満ちた表現（たとえば、ヨシフへの毒に満ちた質問、
なぜ彼はカターニア司教レオンの例に従わないのか）か
ら、『回答』の作者がヴァシアン・パトリケーエフであ
ると考える根拠がある。『回答』が書かれたのは、異端
を裁く教会会議が死刑を含む判決をすでに下し終えたが、
まだ刑が執行されていない、1504年終わりであると考
えられる。
　『キリル修道院の長老たちの回答』のテクスト校訂は、
写本РНБ, Софийское собр. №1489（16世紀後半）にも
とづいている。補正と訂正は、写本ГИМ, Синодальное 
собр. №738（18世紀）によって行われている。
〈翻訳〉
　ヴォロクにある自らの修道院に住む長老ヨシフは、
ユーリエフ修道院長カシアン59とそのほかの異端者につ
いて、ルーシの専制君主にして大公ワシーリイ・イワノ
ヴィチ60にたいし、罪びとや異端者を手で殺すのも祈り
で殺すのも同じであるという内容の書簡を送達しました。
　なぜなら、モーセは石版を手で壊しましたし、61 預言
者エリヤは４百人の祭司を殺しましたし、62 ピネハスは、
イスラエルの男がミディアン人の女と淫蕩にふけろうと
したときその男を刺し殺しましたし、63 使徒ペテロはネ
ロ帝64の治世下で魔術師シモンを祈りによって退けまし
たし、使徒パウロは祈りで魔術師エリマを盲にし、カ
ターニア司教レオンは領帯（エピタラヒリ）で魔術師イ
リオドルを縛り、焼き殺しました。イリオドルが焼き殺
されるまで司教は炎のなかから出て来ませんでしたし、
別の魔術師イシドルをこの司教はビザンツ皇帝のもとで
祈りで焼き殺しました。
　どのような動機から（罪びとや異端者を祈りで殺そう
が、手で殺そうが、同じであるということですから）私
たちはそなた、君主に、そなたが国家の裁判によって汚
らわしい異端という雑草をいっさいの残滓なく根絶する
ことを望むのでしょうか。
　キリル修道院の長老たちと、彼らとともにザヴォロジ
エのすべての長老たちは、聖書に依拠したヨシフ長老の
この書簡にたいして反対の意を表明し、改悛しない不服
従な異端者は追放の刑に処し、改悛し異端者としての自
らの迷いを呪詛した者たちを、神の教会は手を広げて抱
擁しながら受け入れるべきだと申しました。なぜなら、
罪人たちのために神の御子は肉をまとい、死にし人々を
59 ノヴゴロドのユーリエフ修道院の掌院カシアン、著名な異端の一人。1504年の公会議で焚刑の判決を受けた。
60 ワシーリイ・イワノヴィチはイワン３世の息子で玉座の継承者。父親の存命中の最後の何年かは、大公の称号を帯びた
イワン３世の共同統治者であった。1503年のノヴゴロドとプスコフのリヴォニアとの条約では、彼は「全ルーシの大公
にしてツァーリ」と称されている。ヨシフ・ヴォロツキイが異端を根絶する請願をするさい、イワン３世ではなく、そ
の息子を頼ったのは、イワン３世がつい先日まで異端の庇護者であり、無所有派と交流があり、1503年の公会議で教会
の土地の世俗化を断行しようとしたことと関連があるかもしれない。ワシーリイ・イワノヴィチはいかなる動揺も示さず、
自らの母、大公妃ソフィアとともにヨシフ派と近かった。
61 聖書では、預言者モーセが雄牛を崇敬したイスラエル人たちに激怒し、神の言葉を刻みこんだ石版を壊したことが語ら
れている。『出エジプト記』32章19節。
62 『サムエル記上』18章40節。
63 『民数記』25章6-８節。
64 ローマ皇帝（54-68年）。
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探し、救済するために、神の御子は来られたからです。
　主の人、長老ヨシフよ、モーセは手で石版を壊したわ
けですが、そういうことは確かにありました。ですが、
神が雄牛を崇拝したイスラエルを破滅させようとされた
とき、モーセは神の御前に立ち、こう申し上げたのです。
「主よ、もしもそなたが彼らを滅ぼされるのなら、彼ら
のまえに私を滅ぼしてください。」そして、神はモーセ
ゆえにイスラエルを滅ぼしませんでした。65 主の人よ、
ごらんなさい。罪びとと犯罪者にたいする愛は、神の怒
りを鎮めることができました。かくのごとくして、主の
人よ、預言者エリヤは全能なる主なる神への熱誠を示し
ながら、バアルの４百人の祭司を刺し殺しました。とい
うのは、彼らは改悛しなかったからです。ですが、ほか
の者たちは改悛しましたので、エリヤは改悛を受け入れ
ました。そうした者たちのなかに、預言の才に恵まれた
預言者オヴァジヤ66がいました。主の人よ、ピハネスは
剣でミディアン人の女と淫蕩をした、部族の男を刺し殺
しましたが、それはこの罪が当時のイスラエル全体を捉
えていたからであり、このことにより真実を示す必要が
あったからです。
　ですが、そのころはまだ旧約の時代だったのです。私
たちにたいしては、新約の恩寵のなかで主キリストが愛
の結合を明らかにし、「裁いてはいけない。裁かれない
ようにするために」67 とおっしゃって、兄弟が兄弟を裁
かぬように、神だけが人々の罪を裁くようになさった
のです。淫蕩の罪を犯した女性が連れてこられたとき
に、慈悲深い裁き手はこう仰せられました。「罪なき者
は、まずこの女に石を投げつけよ。」68 ご自身は頭を傾
けて彼らそれぞれの罪を書きつけて、殺人のために振り
上げられたユダヤ人たちの手に反駁を加えたのでした。
裁きの日に、それぞれは神から自分の振る舞いによって
報いを受け取るものです。兄弟が罪を犯した兄弟を殺す
ことをそなたが求めるならば、たちまちサバトの呪いと、
神が憎まれる旧約のすべてにいたることになるでしょ
う。69
　使徒ペテロは祈りによって魔術師シモンを撃ち殺しま
したが、それは狡猾なるこの悪漢がネロ帝のまえで神の
息子であると名乗り、このゆえに非常に大きな偽りと悪
意にたいして神から裁きを受けたのです。70 そなた、神
の子、長老ヨシフよ、異端者や罪びとがほんとうに許せ
ないものならば、大地が彼らを飲み込むように祈ってみ
るがよい。もしも神が異端者や罪びとの改悛を受け入れ
ているならば、そなたの願いは聞き届けられないでしょ
う。
　心からの悔い改めによって救われた盗賊71もいれば、
喜捨によって清められた徴税吏72もいたことを私たちは
知っているし、涙を流して許され、主の娘と呼ばれた娼
婦のことも私たちは覚えています。使徒パウロは魔術師
エリマを祈りによって盲にしましたが、それはこの者が
地方総督を正しい信仰から外れさせようとしたからです。
使徒パウロ自身はこう書いています。「私は私のキリス
トから破門され、すなわち、呪われてもよい。私の兄弟
たち、イスラエル人が救われさえするならば。」73
　主の人よ、そなたはわからないか。使徒パウロが惑わ
しにあった兄弟たちが救われるように心を砕いているこ
とを。彼らに、火に焼かれよ、地が飲みこめ、神からこ
れらの罰を受けよとは、けっして言わなかったことを。
主の人よ、カターニア司教レオンは、魔術師イリオドル
を領帯で縛って焼き殺し、もう一人の魔術師イシドルを
ビザンツ皇帝のまえでその祈りによって焼き殺しました。
それならば、そなた、主の人、ヨシフよ、なぜそなたは
自らの聖性を試さないのですか。掌院カシアンを焼け死
ぬまで自らのマンチヤで縛り、そなたは炎のなかで縛っ
たまま彼を抱きしめていればよいのです。もしも３人の
若者たち74の一人のように、そなたが炎のなかから出て
きたならば、私たちはそなたを認めましょう。
　主の人、ヨシフよ、モーセ、エリヤ、使徒ペテロ、使
徒パウロと、そなたとのあいだの懸隔をよくわきまえる
65 聖書によれば、神はモーセの懇願を受け入れて、神から背を背けて雄牛を崇拝したイスラエル人を許した。『出エジプト
記』32章8-14節。
66 聖書には、オヴァジヤにかんするこのようなエピソードはない。しかしながら、『列王記上』18章6-16節から、オヴァ
ジヤが当初エリヤの味方ではなかったと結論することはできる。
67 『マタイによる福音書』7章1節；『ルカによる福音書』6章37節。
68 淫蕩の罪を犯した女が群衆によって石打ちの刑に会おうとしたとき、キリストに救われるエピソードがここに引かれて
いる。『ヨハネによる福音書』8章3-11節。
69 この部分は、旧約聖書の法典『レビ記』24章20節の「目には目を、歯には歯を」を示唆している。これは、新約聖書
『マタイによる福音書』5章38-39節「あなたたちは、目には目を、歯には歯をと聞いている。だが、私はあなたたちに
言う。悪に報いてはならない」に対置されるものである。
70 エイレナイオス、イッポリトスなど、2世紀、3世紀の教会作家たちの著作にある、魔術師シモンにかんする情報の不正
確な叙述。魔術師シモンは自らを、自らの人格のなかに父と息子と聖霊を統合している、最高神であると考えていたと
いう。
71 イエス・キリストとともに磔にされた二人の盗賊のうち、イエス・キリストへの信仰を言い表した者を指す。
72 キリストを信じ、自分の財産の半分を困窮した人々にあたえた徴税吏ザッカイを指すものと考えられる。
73 『ローマの信徒たちへの手紙』9章3-4節。
74 バビロンで黄金の偶像を崇拝することを拒否して、炎の燃えさかる炉に投げこまれ、無傷で出てきた３人の若者を示唆
している。『ダニエル書』3章。
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がよいでしょう。主の人よ、彼らの誰が神の偉大なる慈
悲を知り得たでしょう。神ご自身がまだ自らの人々にそ
れを明らかにしていなかったのですから。
　主は、たとえば、娼婦や徴税吏、あの汚らわしいマ
ナセヤ75のような改悛した罪人を受け入れられていま
す。マナセヤは52年のあいだ偶像に崇拝し、イスラエ
ル全体を無法のなかで暮らすように強いましたが、たっ
たいっとき改悛しただけで許しを得たではありませんか。
主の人よ。考えられますか。50年のあいだマナセヤ王
のためにイスラエルの民のなかでどれだけの人々が死ん
だことか。しかし、神の人間への愛はマナセヤの犯罪を
はるかに超えるものでした。マナセヤは銅の閂をかけて
閉じ込められましたが、そこで主の御前で改悛しました。
すると、主の天使が銅の閂を打ちこわし、マナセヤをエ
ルサレムに連れてきて、マナセヤは残りの人生を悔悟
のなかで過ごしました。使徒ペテロは主に質問して言い
ました。「主よ、兄弟が罪を犯すならば、日に７回ずつ
兄弟を許すべきでしょうか。」すると、主は言いました。
「私は７回とは言いません。７７回許しなさい。」76
　人間を愛する方よ、そなたの慈悲はかくのごときもの
です。主よ、そなたの惜しみない無限の愛に誉あれ。真
実の判決によって、そなたは慈悲深く、人間の欠陥にた
いして無限に忍耐づよい方と呼ばれます。そなたは正し
き者たちを愛し、罪びとを許します。今も永遠に。
ニル・ソルスキイの４つの書簡と遺言77
〈解説〉
　ニル・ソルスキイは15世紀後半にかけてから16世紀
はじめにかけてのロシアの教会社会活動家であり、『弟
子たちへの伝言』、『修道規則』、二つの祈祷、少なく
とも４つの書簡、『遺言』など一連の著作の作者であり、
書物の編纂者、編集者、筆記者である。
　1433年モスクワでマイコフ家に生まれ、若い頃は
「書記」として勤めたが、キリル・ベロゼルスキイ修道
院で剃髪を受け、アトス、トルコ人の支配下にあったコ
ンスタンティノープル、聖地に旅行した。ルーシに帰っ
てから修道院を出て、修道院から20キロのところ、森
を流れる小川ソラ川のほとりに庵を結んだ。やがて「ザ
ヴォロジエ」の長老たち、無所有派の少数の弟子たちと
ともに、森の荒野の静けさのなかで書物にかかわる知的
な活動に携わる論客として、盛名を馳せた。
　1503年のモスクワでの公会議において、伝統とも
なった修道院による土地の所有に反対して、「無所有派」
運動の創始者となった。これにたいして、ヨシフとヨシ
フの追随者である「ヨシフ派」は反対した。ニル・ソル
スキイは1508年5月7日に死んだ。
　ニル・ソルスキイの書簡は、彼が人々との関係におい
てどれだけデリケートであったか、聖書を注意深く読む
ことをどれだけ重要であると考えていたかをよく示して
いる。遺言は、ニル・ソルスキイが世俗の喧騒を逃れて
書物の運命に気遣う人間であったことをよく性格づけて
いる。ニル・ソルスキイは、彼自身が書物を書いた人間
であったばかりではなく、書物を利用する人間でもあっ
た。
　多くの写本のなかから、３つの大きな書簡が知られて
いる（Прохоров Г.М. Послание Нира Сорского // 
ТОДРЛ. Л. 1974. Т29. С.125-143）。学者たちはいくつ
かの書簡がニル・ソルスキイのものだと考えているが、
十分な根拠はない。
　写本のなかに収められた３つの書簡のうち最初のもの
は、『もの想いについて彼に訊ねた兄弟への書簡』であ
る。一部の写本では、その受取手はヴァシアン・パトリ
ケーエフであるとされている。
　世俗にあってワシーリイ・イワノヴィチ・パトリケー
エフ公は1499年、強制的に剃髪させられキリル・ベロ
ゼルスキイ修道院に入れられたが、そこでニル・ソルス
キイに出会って彼の弟子となった。のちにヴァッシア
ン・パトリケーエフは、修道士たちが土地を所有する権
利にかんする、ニルによる無所有派の見解を発展させた。
1431年に彼は論難され、ヨシフ・ヴォロツキイ修道院
に幽閉され、そこで死んだ。
　「もの想い」についてニル・ソルスキイに質したのは、
彼がつい先日世俗の生活と決別したことと関わりがある
だろう。強制的に剃髪を受けた彼は、しかしながら、以
前の世俗生活への愛着に打ち勝とうと努力していたのだ
が、それはたいへんな困難をともなった。書簡は、経験
豊かな修道士からの、彼にたいする教え導きである。
　写本のなかで２番目に収められているのは、「恩恵に
かんするもう一人の修道士にたいする」書簡である。写
本РНБ. Собр. Троице-Сергиевой лавры 188（1576）
では、この書簡の表題には、「グレイ・トゥシンへ」と
書かれている。グーリイ・トゥーシン（1452または
1455-1526）は修道士にして、1484年にキリル・ベロゼ
ルスキイ修道院の修道院長となった人物で、ニル・ソ
ルスキイに近い若い世代の一人である。文筆家、修道
75 聖書によれば、ユダヤの王マナセヤは異教神への崇拝を復活させたが、アッシリアに敗れると、枷をはめられ、バビロ
ンに連行され、そこで改悛し神に赦され、エルサレムに戻った後は、自らの変節を懸命に償った。
76 『マタイによる福音書』18章21-22節。
77 翻訳、解説、注釈は以下の刊本にもとづいている。Четыре послания и завещение Нила Сорского (Подготовка 
текста, перевод и комментарии Г.М. Прохорова) // БЛДР. Т. 9. С. 164-183, 517-519.
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院の書物の作成の組織者、文集の編纂者、編集者であ
る。ニル・ソルスキイの死後ほどなくしてから、グーリ
イ・トーゥシンは、ニル・ソルスキイの自筆原稿から
３巻本の「文集」を編んでいる。この文集は、9月から
8月まで年代順に聖者伝を配置した集成である。グーリ
イに宛てたニルの書簡は、まずは口頭で、のちに書面で
「どうしたら真実の道から外れずにいられるか」を書く
ように頼んだ依頼への答えである。グーリイ・トゥーシ
ンの手になる写本РНБ. Кирилло-Белозерское собр. 
142/1219（16世紀10-20年代）のなかに、ニル・ソルス
キイの３つの書簡が収められた。
　３つめの書簡『魂に役立つとはどういうことかを書く
ように頼んだ兄弟にたいして』は、ゲルマン・ポドリヌィ
に宛てられている。РНБ. Софийское собр. 1460（16世
紀第二四半世紀）では、325об-326葉にあるこの書簡と
ならんでその下の部分に『ソラ川の荒野、僧坊のザヴォ
ロジエのニルの、ゲルマン・ポドリヌィへの書簡』と
書かれているし、写本РГБ. Собр. Троице-Сергиевой 
лавры 188. Л.103обでは、「荒野行者ゲルマン」と書か
れている。荒野行者ゲルマン、ゲルマン・ポドリヌィは、
ニル・ソルスキイと同じ時代に、キリル・ベロゼルスキ
イ修道院で暮らした。そのとき、ニル・ソルスキイはゲ
ルマンを訪れたが、この訪問のとき、二人のあいだで論
争が起こったようである。
　この会話を思い出しながら、ニルは書簡において、そ
のとき二人のあいだで語られたことのために、悲しまな
いでほしいと書いている。この書簡の主なる思想は、修
道士はすべてにおいて聖なる書物によって導かれ、それ
らをつねに読み、「経験し」、考えをめぐらさなければな
らない、というものである。この書簡は15世紀の70年
代から80年代に書かれた可能性がある。受け取り手に
よって書かれたテクストРНБ. Кирилло-Белозерское 
собр. 101/1178（15世紀第４四半世紀）が知られている。
　ニル・ソルスキイの第４の小書簡は、15世紀末から16
世紀はじめにかけての一つの写本РГБ, Волоколамское 
собр., №577によって知られている。この書簡は、ふつ
うこの書簡とともに書写された３つの書簡のあとに置か
れている。この書簡が誰に宛てられたものであるかは、
わからない。宛名人にかんする「東方の国からの兄弟」
という言葉から判断すると、ギリシア的東方（モレアス、
ローマからクリミアにかけて）の出身者で、ルーシでカ
シアン・ウチェムスキイとなった、マングプ公コンスタ
ンティンだった可能性がある。
　ニル・ソルスキイの手になる書簡の写本は知られてい
ないし、ニルが返答を寄せた書簡も知られていない。
　ニル・ソルスキイの３つの書簡は、ニル・ソルスキイ
の僧房で制作された写本РНБ, Кирилло-Белозерское 
собр. , №89/1166, лл. 126-156（15世紀末から16世紀は
じめ）によって、第４の書簡は、さきに名をあげたРГБ, 
Волоколамское собр., №577. лл.22-22об.に依拠して
いる。遺言は、РГБ, собр. Троице-Сергиевой лавры, 
№188. Сборник, XVI в., лл.18-19に拠っている。
ヴァッシアン・パトリケーエフへの書簡
　偉大なる長老のもの想いについて彼に訊ねた兄弟への
書簡
　愛する者よ、賞賛すべき情熱がそなたを突き動かした。
そなたは自らを確立し、悪から守られてあり、善を学ぶ
ために神の御言葉を聞こうとしている。とはいうものの、
主の人よ、それはよく思考する人々から知らなければな
らない。そなたは、それを頭の悪い罪人である私から要
求しておられる。私は学に携わる者としてふさわしくな
いし、このゆえに私は長いあいだ世を捨てて世から身を
遠ざけてきた。それは、そなたのめでたき発心にたいし
て何か役に立つことをしたくないということではない。
私の知恵の足りなさ、私の罪のゆえにそうなのだ。めで
たきことを何一つできないというのに、私は何を言うこ
とができるだろう。罪人にどんな知恵があるというのだ
ろう。罪があるだけだ。けれども、そなたが何度も何度
も、善行をおこなうことについて書いてほしいと懇望す
るのであるから、そなたの願いを蔑ろにすることもでき
ぬし、これ以上そなたの気を悪くするのもどうかと思う
ので、私の分限を越えたことをあえて書くことにする。
　そなたの問いは、世俗生活のかつてのもの想いが次か
ら次へと湧きだしてくるということである。空しく過ぎ
去るこの世がどれほどの悲しみと堕落をもたらすものか。
それを愛する者たちにどれほどの酷い悪をなすものか。
さまざまな世俗のものを賞玩しているあいだは、世俗の
生活は甘いものであるが、そのあとでは苦いものとなる
というのに、その世俗の生活の虜になっている者たちか
ら離れて、世俗の生活をどうやったら嘲笑していること
ができるのか。
　これらのことは、そなたは自分の経験からわかってい
るとおりである。彼らは世俗生活の福が増えていくもの
であると考えているのだから、それに執着していると、
彼らの悲しみは増えていく。なぜなら、福だと思ってい
たものは、見かけは福であるが、その中身はたくさんの
悪で満ちている。このゆえに、知恵を福としてもってい
る者たちにたいしては、世俗の世界ははっきりと自らの
姿を現わす。それゆえに、この世は彼らには執着はされ
ないのである。
　この世から出ていったあとは、何があるのだろうか。
話題になっていることに思考を集中するがよい。この世
に執着する者にたいし、この世はどんな効能をもたらす
のであろうか。名誉や誉れや富をもっていたとしても、
20 三浦　清美 （2019 年 2 月）
これらすべては何物にも変わることなく、影のように通
り過ぎ、煙のように消えてしまうのではないか。その多
くが、この世の事物のさなかにあってその成り行きを愛
しながら、自らの青春のとき、幸福のときに死に攫まれ
てしまった。それは野の花が花開き、散り、望むところ
に反してそこから持ち去られるのと同じである。
　この世にいるあいだは、彼らはその悪臭に気づかず、
身体を着飾り、安寧に保つことに余念がなく、この世の
利益を受け取るのに有効な手段をあれこれ考えて、この
移り変わる世のなかで、何によってその身を飾るかを考
えぬきながら、人々は暮らすのである。こうしたことを
すべて手に入れてしまえば、そういうことについてこそ
考えなくてはならないのに、来世の終わりない福につい
て真剣に考えなくなってしまう。ある賢い聖者が言った
ように、こういう人々よりばかげた人々はこの世にいな
い。
　そういう人々のなかにも敬虔なる人々はいて、自らの
知を、魂の救済を望むことに用い、さまざまな情念と戦
い、善行に相応しいことを可能な限りおこない、この世
から離れ、この世から逃れることを願いはしたが、その
網をわが身から振り払い、その奸計から逃げだすことの
できる者はいなかった。
　神はそなたを愛し、この世というものから救い出し、
御自らの憐れみと御自らの思し召しの勤めのなかにそな
たを置かれた。それゆえに、そなたは神のお慈悲に多く
の感謝を捧げ、力のおよぶかぎりすべてをおこない、神
の御心にかなうように、自らの魂が救われるように、過
ぎし世俗の世界を不必要なものと思い定めて忘れ、永遠
の生を得る仲立ちとして善行に励まなくてはならない。
喜ぶがよい。天の王国において功業に励む者たちに用意
された、高き天命の誉れに向って歩むがよい。
　そなたは、悪魔によって私たちの魂にもたらされる不
浄な物思いについて語った。この物思いについて、そな
たは悲しみに沈む必要はないし、恐れる必要もない。な
ぜなら、私たちのように無力で情念に負けやすい人間だ
けではなく、師父たちが述べていることだが、達成を成
就し賞賛に値する生のなかにあり、魂の恩寵を授かった
ことがある者にも、こうしたことは起こるからだ。彼ら
もそういった物思いと不断に戦っており、その戦いゆえ
の偉大なる功業のなかにいる。彼らはつねに物思いを切
り捨てるように努めていて、神の恩寵によってやっとの
ことで物思いを追い払っているのである。
　そなたは、いま述べたことから慰めを得て、狡猾な物
思いを切り捨てるように励むがよい。物思いには、イエ
ス・キリストの名を呼びながら、つねに勝利をもたらす
祈りをもって対するがよい。この名をもって、追い払わ
れる者たちは、一目散に立ち去るであろう。ヨハンネ
ス・クリマコスが言ったように、「イエスの名によって、
襲い来る者たちを打て。この武器よりも強いものはない
のだから。」
　そなたに戦いを挑んで来る者たちが、力を振り絞って
攻め寄せてくるのならば、そのときは、眼差しと腕を
天に差し上げ、謙虚な心とともに衷心から叫ぶがよい。
「主よ、私を憐れみたまえ。私は無力だからです。主よ、
そなたは力強い。それはそなたの功業です。主よ、私た
ちのために闘ってください。主よ、勝利してください。」
もしもそなたが遅滞なくこれをおこなうならば、自らの
経験によって、至上の方の力によって師父たちが勝利を
収めてきたことを、そなたは知るであろう。
　何かの手仕事をするのもよい、なぜなら、手仕事に
よって狡猾な物思いは追い払われるのだから。このこと
は、偉大なる聖者たちのある者にたいして、天使によっ
て伝えられたことである。聖書の一節を、心を集中させ
て唱えるのもよい。これは悪魔の襲来から私たちを守っ
てくれる。これも、聖者たちが発見したことだ。
　おしゃべりからわが身を守りなさい。情念を掻き立て、
不浄な物思いを根づかせるふさわしくないものを聞いた
り、見たりしないように。神がそなたを助けてくださる
だろう。
　そなたは恐怖について話をしている。それは、勇気の
ない魂の幼児的な習慣である。それはそなたにはふさわ
しくない。それがそなたの身に起こったときには、それ
がそなたを領有しないように努めなさい。自らの心を主
への期待のなかで強め、心のなかで自らにたいしてこう
言うがよい。「私には、私を守ってくださる主がおられ
ます。主のご意志なしで何人も何においても私を傷つけ
ることができません。もしも主が私が苦しむような何か
を私に送ってきたとしても、私は鋭い悪意なしにそれを
受け止めるでしょうし、主は私よりもより多く私のこと
を知り、私にとって有益なことをお望みになっているの
ですから、主のお望みになることが実現しないようにと
私が望むことはありません。」
　そうしたとき、そなたは主の恩寵によって、まったく
恐れ知らずになっていることだろう。こういうときはつ
ねに、祈りによって身を守るがよい。それがどんな場所
でそなたの身に起ころうとも、身体で十字をつくるよう
に腕を持ち上げ、キリストの名前を呼ぶがよい。至高な
る方の助けによって「夜、脅やかすものをも、昼、飛ん
でくる矢をもおそれることはない。」78 このことについ
ては、十分である。
　そのほかのすべてのことについては、賞賛すべきこと、
名誉あること、ふさわしい善行について思いをいたし、
78 『詩篇』91篇5節。
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それを行い、福において賢明で、なおかつ、あらゆる悪
を憎みなさい。主によってあらゆる福なることにおいて、
教導師とそのほかの師父に従順でありなさい。いまそな
たに託された勤め、移った場合はそのほかの勤めを勤め
あげなさい。喜びに満ちた準備と敬虔な熱意とでキリス
トご自身に仕えるかのごとく仕え、すべての兄弟たちを
聖なる者とみなしなさい。
　もしも誰かがそなたに質問をしたり、誰かに答えをあ
たえなくてはならないならば、丁寧な言葉遣いでやさし
く、魂の愛と真実の謙遜をもって、怠惰なしに、兄弟を
傷つけることなくおこないなさい。敬虔で徳高い師父た
ちに師事しなさい。ただし、時と程度を選ぶがよい。そ
うではない者からは遠ざかるがよい。自らを大切にしな
さい。何者も責めぬように努めなさい。そなたにとって
良からぬと思われるものであっても、何ものも責めては
ならない。自らを罪深くまったく好ましからざる者と見
なしなさい。
　修道院長、または、そのほかの修道院長職にあたる責
務を負った師父たちから何かの物品を所望するときには、
まずは祈り、それがほんとうに必要なものであるかどう
か、自ら判断してそれから訊ねるがよい。もしもそなた
の思うとおりに事が運ばなかったとしても、そなたの望
みとおりにならなかったからといって、悲しむことはな
いし、人に当たり散らすこともない。忍耐強くその場を
立ち去り、静かに期待をかけてすべてをおこなうがよい。
もしもそなたが神のみ心と自らの魂の救いのために一生
懸命になっているならば、必ずや神は誰かに、そなたが
望んでいたようにおこなわせるものだ。神は時宜に合わ
せて、助けの手を差し伸べられるであろう。
　神の書物への服従にたいして熱心でありなさい。それ
らの言葉は、生きたる水のように、おのが魂に滋養をあ
たえるものだ。力に応じて、その言葉のとおりにふるま
うよう努めなさい。神の書物の知恵と魂の賢さを有し、
自らの生き方のうえで善行とは何かを証言している者た
ちにしたがい、その生き方を模倣するように努めなさい。
悲しみのなかで忍耐をもちなさい。そなたを辱める者た
ちのために祈りなさい。そのような者たちを恩人である
と思いなさい。
　私がそなたに、神が善を望んでおられることを語る、
神の書物の叡智を語っていることを理解しなさい。ずっ
と以前から、真実にもとづいて振る舞い、誓いを立てた
聖者たちは、善行の道を歩き、不幸や悲しみに耐えたば
かりではなく、十字架と死によって彼らの道を行進し
たのである。真実にしたがって振る舞う者に悲しみが見
舞ったとしても、それは神の愛の徴にほかならない。そ
れは神の賜物といわれている。使徒はこう書いているか
らである。「私たちには、キリストを信じることだけで
はなく、キリストのために苦しむこともあたえられてい
るのです。」79
　これはじっさい、人間をキリストの受難に与かるのに
ふさわしいものとし、キリストの名のために悲しみを耐
える聖者たちと同等の者にしてくれるのだ。神が神を愛
する者たちに恩恵をあたえるのは、彼らに悲しみという
試練をあたえることによってなのだ。神に愛された者た
ちとそのほかの者たちを分けるのは、このことによって
なのだ。こうした人々は悲しみのなかに生き、この世を
愛する者は食べ物と安逸のうちに喜びを求めるものだ。
信仰心のために悲しみの試練に耐えることこそが、真実
の道なのだ。神はこの道を歩ませることによって、自ら
の苦しむ人々を永遠の生へと導く。
　このゆえに私たちは喜びをもって怠りなく、主の戒め
にしたがって、私たちを愛してくださる主が、私たちに
この恩寵をあたえてくださったことにすべての心を捧げ
て感謝しながら、神のありがたさについてたえまなく祈
りを捧げ、この悲しみの生の終わり、来る世の終わりな
きことを覚えるのである。そして、あらゆる喜びと慰め
をあたえてくださる神は、そなたの心を慰め、いと清ら
かなる神の御母とあらゆる聖者たちの祈りによって、自
らへの畏れのなかにそなたを守ってくださるのである。
　罪人であり、なおかつ、そなたによきことを言おうと
したが、言うことのできなかった私を、自らの祈りのな
かで、主が私を苦しみの洪水と罪の泥沼から救いあげて
くださるように、主のために忘れずに祈ってください。
グーリイ・トゥーシンへの書簡
　同じ修道士80の、ほかの修道士への、恩恵についての
書簡
　敬虔きわまりないわが師父よ、聖なるそなたが私と対
坐しながら談笑した事柄について、そなたは私に書付を
お送りになった。そなたは、つたなき私から神への敬虔
と魂の恩恵の手引きとなる言葉を、書面にて自らに書き
送るように求めておられる。主の人よ、私は罪深い知恵
の足りない人間であり、あらゆる情念に打ち負かされや
すく、そのようなことを企てることを恐れている。この
ゆえに、私は何度もお断りし、ご遠慮申し上げた。しか
しながら、そなたの魂の愛が、私の分限を超えてそなた
に必要なことを、そなたに書き送るような気持ちにさせ
たので、私はこれをおこなおうと決意した。
　最初の質問、淫蕩な物思いについて。これにいかに対
79 『フィリピの信徒への手紙』
80 ニル・ソルスキイのこと。
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したらよいか。このことは、そなただけではなく、神に
奉仕するあらゆる人間にとって、苦行であり、難行であ
る。なぜなら、師父たちが言っているように、この苦し
い戦いは、魂と肉体との二重の戦闘であり、これ以上に
難しいものは本性において存在しないからだ。このゆえ
に、しっかりとした心で厳格に励まなくてはならないし、
自らの心を勇敢にこれらの物思いから守らなくてはなら
ないし、神への畏れを目の前にありありと思い描き、私
たちが行った誓いに思いを馳せ、童貞と純潔のなかにい
なくてはならない。童貞と純潔は、うわべの生活だけで
はなく、心を秘めた人間が汚らしい物思いから清らかで
いなくてはならないのだ。
　であるから、これらの物思いを一生懸命切り捨てなく
てはならない。これらの物思いにたいする武器は、神に
心をこめた祈りを捧げることである。それは、聖なる師
父たちがさまざまなやり方で、叡智によって人に教えた
とおりである。ある者はダビデに学び、こう祈っている。
「私を攻め寄せる者たちが私を包囲した。81 私の喜びよ、
私に攻め寄せる者たちから私を守ってください。」82 聖
者たちのもう一人の者は、「神よ、私への助けをお聞き
届けください」と言っている。もう一人の者は、「神よ、
私を辱める者たちを裁き、私と戦うのを禁じてくださ
い。」そのほか、これらはすべて『詩篇』からである。
　同様に、聖書のなかで童貞と純潔を成し遂げた者たち
に呼びかけて、助力を祈りなさい。もしもそなたにとっ
て戦いがつらいときには、立ち上がって目を上げ腕を空
に差しのばして、このように祈るがよい。「主よ、そな
たは強い。これはそなたの功業にほかなりません。主よ、
私たちのために闘い、このことに打ち勝ってください。」
全能なる者に向って助けを求めて叫び、声を潜めて「主
よ、私を憐れんでください。なぜなら、私は無力だから
です」と祈るがよい。聖者たちからの伝えはかくのごと
くである。もしもこの戦いのすべを用いるなら、そなた
は経験によって、神の恩寵によって物思いによる誘惑が
容易に乗り越えられるものであることを知るだろう。
　そして、つねにイエスの御名によって敵を撃退するよ
うに励むがよい。これ以上に確かな勝利はないからであ
る。
　情念を催させ、不浄な物思いを吹きこむ顔を見たり、
そうした言葉を聞くことから、わが身を守るがよい。そ
うすれば、神がそなたを守る。それだけで十分だ。
　悪罵の物思いにかんするそなたの２番目の質問
　この物思いは恥知らずであり、非常に残忍なものであ
る。この物思いは執拗に、そして、思いがけないときに
襲ってくる。この物思いは、今も昔もあったし、殉教者
たちが自らの身体に傷を負わせたり、酷い死に身をゆだ
ねたりしようとする、まさにそのときに、偉大なる教父
たちをも、聖なる殉教者たちをも襲ったのである。
　この物思いに打ち勝つには、こうするのがよい。この
物思いの原因は、自分の魂ではなく、不浄なる悪魔であ
ると考えるのだ。悪罵の霊にたいしては、つぎのよう
に言うがよい。「悪魔よ、私のあとをつけてくるがよい。
わが主なる神に私はひれ伏し、あの方ただ一人にお仕え
申し上げる。おまえの悪罵はおまえの頭のうえに帰って
ゆくがよい。神がその悪罵をおまえのものとして書き留
めてくださいますように。私から退け。私を自らの像と
似姿において創られた神よ、神がおまえを無力にしてく
ださいますように。」
　このようなことをしたあとでもまだ、悪魔が恥知らず
にも押し寄せて来るならば、自らの物思いを、神につい
てでもよい、人についてでもよい、何かほかの物事に向
けてみるがよい。ただし、思いはふさわしからぬものに
向けてであってはならない。
　傲慢から自らを守れ。謙抑の道にいたるように努めよ。
悪罵の物思いは傲慢から生まれると、師父たちは言って
いるからである。あるいは、それは悪魔の羨望から生ま
れてくる場合もある。悪罵の物思いが傲慢から生まれる
のであろうと、羨望から生まれるのであろうと、シカが
毒のある獣を殺すものであるように、謙抑はこうした情
念を殺すものである。このことばかりではなく、ほかの
ことについても、聖なる師父たちによって言われている。
　第３の質問
　そなたは、いかに世から離れたらよいか、と訊ねてお
られる。そなたの熱意は素晴らしいものだ。しかし、こ
のことはそなた一身のなかで行われるように努めるがよ
い。これは、永遠の生につうじる平らにされた道である。
叡智を認識し受け容れながら、神に似たる師父たちは、
この道を通っていったのである。
　とりわけ、世との交わりが習慣になっていた者にとっ
て、世から離れることが必要なのである。もしも世から
離れなければ、世の事どもを見たり聞いたりすることに
よって、かつて世にあったときに経験した、世のありさ
まと情景が浮かんできてしまうからである。そのような
者は祈りにおいて真剣になることができず、神のご意志
を窺うことができない。神のありがたき思し召しを知ろ
うと思う者は、世から離れなければならない。
　世俗の知恵を働かせ、無意味なことに頭を使って、そ
れが敬虔なことだと考えたうえで、修道院の所領を増や
81 『詩篇』17篇11節。
82 『詩篇』31篇16節。
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そうとしたり、財産を所有しようとしたり、聖書につい
ての無知や自分の執着から、聖書を読むことで自分が善
行の道を歩んでいると信じている、ふつうの友人たちと、
談笑したいと望んではならない。そして、神の人よ、そ
なたはこのようなことに関わり合ってはならない。その
ような者たちと言葉で言い争ってはならない。そのよう
な者たちを罵ったり、糾弾したりしてはならない。この
ことは神に任せなければならない。神は彼らを矯正する
ことができる。
　同様に、あらゆる点で身の程知らずであることから、
自分を守りなさい。書かれているように、身の程知らず
は、それが起こるとみながそこから逃げる大きな火に似
ている。兄弟たちのこと、その秘密やその行為を見たり、
聞いたりしないように、顔を背けなさい。なぜなら、こ
のことは魂を荒廃させ、あらゆるめでたきことを奪い、
隣人の欠陥に視線を注ぎたいという気分にさせ、自らの
罪を泣くことを妨げるからである。
　兄弟たちと話すとき、それが有益であると思われると
きでも、早口になってはいけない。だれか兄弟が私たち
に言いたいことがあって、彼が神の言葉を求めていると
きでも、たとえ私たちがそれをもっていたとしても、私
たちは彼に神の言葉だけではなく、使徒の証言にした
がって、自らの魂を差し出さなくてはならないのだ。そ
のような者たちと交流をもちなさい。神の秘密の子らで
ある、霊的に思考をめぐらせる者たちを、その業におい
て助けてあげなさい。ほかの種類の人々との談話は最小
限にとどめるがよい。それは、沈黙の行を守ることで花
開き、至賢の聖者が奇しくも言ったとおり、改悛という
水の湧き出す泉のそばに造られた、魂の庭を柔らかさと
若さで満たす善行の花を萎れさせてしまう。
　４番目の質問。いかに真実の道から迷わずにいるか。
　このことについて、そなたに大切な助言をあたえる。
　神の書物の掟によって自らを縛り、真実の神の書物に
従いなさい。書物はたくさんあるが、それらがすべて神
の書物であるとは限らない。そなたは、書物を読んだり、
知恵と魂を兼ね備えた男たちと話をすることによって、
書物がほんもののものであるか否かを正確に見分けるこ
とができるが、知恵のある者であってもみながこのこと
を理解しているわけではないから、私と同様に、こうし
た書物の証言なしで、何事をも行ってはならないのであ
る。
　そなたにわたしは自分のことを語ってしまった。とい
うのも、そなたの神への愛がかくのごとくであることが、
私を阿呆にしてしまったので、私は自分のことなぞを語
りだしたのだ。しかし、言われているように、「私の秘
密は、私を愛している者たちに打ち明ける。」83 このゆ
えに私はそなたに自分のことを語った。
　私はじっさい、神の書物の証言なしで何事も行わない
が、聖なる書物にしたがって力の及ぶかぎり何事かをな
すのである。私が何事かをなすときには、事前に神の書
物を調べる。そして、事をはじめるにあたって私の判断
と一致するものを見出すことができない場合は、それが
見出されるまでそれを延期する。神の恩寵によってそれ
を見出したなら、知られたことを敬虔な気持ちで大胆に
おこなう。自分の一存で行為に移すことはあえてしない。
なぜなら、私は無知な田舎者にすぎないのだから。
　かくのごとくそなたは、もしも望むならば、聖なる書
物にしたがって行い、その叡智にしたがって神の掟と聖
なる師父たちの伝えを実行に移すがよい。もしも生活上
のさまざまな事柄から来る束縛がそなたの心を波立たせ
たとしても、主の教えという盤石な巌のうえに据えられ、
聖なる師父たちの伝えに防御されているのだから、恐れ
てはならぬ。万事において、生きるとはどういうことか、
叡智の営みとは何かを、はっきり証言しながら記された
聖なる書物のなかで、そなたが見、そなたが聞いた人々
の熱狂的な追随者になるがよい。
　なぜなら、道行における彼らの歩みは正しいからであ
る。これらのことをしっかりと心に刻みこみ、神の道を
たゆまず歩きはじめるがよい。そうすれば、神の恩寵に
よって真実を離れて道に迷うことはないであろう。なぜ
なら、正しく思慮し敬虔に生きる者が破滅することはあ
りえないと、書かれているからである。だが、堕落した
理をもって神の事柄をおこなう者は、正しい道から逸れ
て罪を犯すことになるだろう。
　主の犂に手を伸ばし、後ろを振り返ることなく、後戻
りせず進むがよい。そうすれば、神の王国に迎えられる
であろう。84 神の言葉という種をいただき、懸命に励む
がよい。そなたの心にとって、種が落ちる場所が道でも
なく、巌でもなく、茨でもなく、果実を何層倍にも実ら
せ自らの魂を救済へと導く、湿潤な大地であるように。
私は、神の言葉に耳を傾けるさいの賢さ、善行をおこな
ううえで賞賛に値する何かをそなたのなかに見出して大
いに喜びを覚え、そなたが神の言葉を聞き、守ることを
知って神に感謝をささげている。主のために、そなたに
よいことを言ったが何事も為さなかった罪人である、私
のことを祈ってくださるように、そなたにお願いする。
　素晴らしきことをおこない、神のご意志をおこなう者
たちにあらゆる恵みを授けてくださる神が、いと清らか
なる女主人、我らが神の御母とあらゆる聖者たちの祈り
83 何の引用かは、はっきりしない。
84 『ルカによる福音書』9章62節。
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によって、神の聖なるご意志をおこなうための、知恵と
確信をそなたにあたえてくださいますように。なぜなら、
神は永遠に讃えられるべきなのだから。アーメン。
ゲルマン・ポドリヌィへの書簡
　同じ偉大なる長老の、魂の恩恵のために書いてくださ
るように頼んだ兄弟への書簡
　父よ、そなたが私に書いたそなたの手紙において、そ
なたは自分に何か有益なことを書き、私がそなたに自分
のことを知らせるように頼んでいる。そなたは、そなた
がここにいたとき、私がそなたと会話を交わしたさいに
述べられた事柄のために、私がそなたに悲しみを抱いて
いると思っているらしい。
　そのことについては、私を赦してほしい。私は自らと
そなたのことを思い浮かべながら、「私の秘密は、私の
身内と私の家の息子たちに明かす」85 と書かれていると
おりに、つね変わらず私によって愛されている者にたい
し、助言を申し上げたのだ。ただ単純にそのようにでも
なく、よく起こるようにでもなく、私たちが何らかのこ
とを起こすときには、神の書物と聖なる師父たちの伝え
にしたがっておこなわなければならない。何といっても、
修道院を出るか否かという問題なのだから。
　大事なことは、それが魂の恩恵のためではないのでは
ないのか、ほかの何かのためではないのか、ということ
なのだ。というのは、当今、神の掟と聖なる書物と聖な
る師父たちの伝えにしたがった、共住式修道制というも
のが見当たらず、あるのは自らの手前勝手と人間の思惑
にしたがった修道制だけだからだ。大多数の場合、私た
ちがやっていることはいちばん堕落したことなのに、自
分では善行の成就だと思っているありさまである。こん
なことが起こるのも、私たちが聖なる書物について無知
だからである。私たちは神への畏れと謙抑さをもって、
神の書物に問題の解決を求めようとせず、それらを軽ん
じて人間の事柄にかまけているからである。
　このゆえに私はそなたにこのことを話したのだ。なぜ
なら、そなたは真実に、その振りをしているのではなく、
神の言葉に耳を傾け、それを成就させようと望んでいる
からだ。私はそなたに嬉しがらせを言っているわけでは
ないし、狭く悲しみに満ちた道の困難を隠そうとも思っ
ていない。そのうえで、そなたにこのことを提案するの
だ。ほかの者たちには、各々の人間の程度に応じて、私
は話をする。そなたは私のつたなさを、そのはじまりか
ら知っている。というのは、そなたは私によって霊にお
いて愛されていたからである。
　このゆえに、私はいまそなたに自分のことをあからさ
まに書くことにする。なぜなら、そなたの神への愛が、
自分のことについてそなたに書くなどというばかげた振
る舞いを私に強いるのだ。私を阿呆にするのだ。
　私たちがともに修道院にいたとき、そなたは自分の目
で、力の及ぶかぎり私が世のしがらみから遠ざかり、神
の書物にしたがって振る舞おうとしてきたのを見たはず
だ。たとえ、私の怠け心といい加減さのために、私がそ
れを首尾よくできたというわけではないにもかかわらず、
である。そのあと、巡礼を敢行し修道院に戻ると、私は
修道院からほど遠くないところ、修道院の外に僧房を建
て、私の力の及ぶかぎりにおいて、私はそのままそこに
住んだ。いまは修道院からもっと遠いところに移り住ん
だ。なぜなら、神の恩寵によって、私は私の知にとって
ふさわしい場所を見つけたからだ。なぜなら、そなた自
身がよく知っているとおり、この場所は世俗の人々に
とって、足を踏み入れにくい場所だったからだ。
　何よりもまず私は、神の書物を深く究明しようと努め
ている。第一に、主の教えとその解釈、使徒の伝え、そ
の次に、聖なる師父たちの聖者伝とその教えである。私
はそれらに心を傾注している。そうしたなかで、私はそ
なたに書き送ろうと思うのは、神の御心に叶うというの
はどのようなことなのか、魂にとって有益なのはどんな
ことなのか、ということにかんする私の考えに合致する
事柄である。私は私の無力、怠惰、怠慢を、神といと清
き神の御母に委ね奉った。
　私は何か事を起こそうと思ったとき、もしも神聖なる
書物にそのことが見つからない場合は、それが見つかる
まで、しばらくそれを延期することにしている。なぜな
ら、自分の意志と自分の知によっては、私は何一つ成し
遂げられないからである。誰かが霊の愛によって私を
慕ってきたときには、私はそのように振舞うように助言
しているが、そなたは格別である。なぜなら、そもそも
のはじめから、霊の愛がそなたを、私にとって自分と等
しいものにしているからである。このゆえに私は、そな
たに恵みを望んで助言をあたえるが、それは自分の魂に
たいして言葉をかけるように、そなたに言葉を送るので
ある。私自身がどのように振舞ってきたかを、私はそな
たに話すことにしよう。
　身体こそ別々であるが、いまや私たちは霊の愛によっ
て一つに結ばれ、一体となっている。この神の愛の掟に
したがって、あのとき私はそなたと談話を交わしたので
あった。そして、いまこのとき、魂の救済のために呼び
かけながら、私は書く。そなたが私から聞いたこと、書
物をとおして見たことについては、もしもこれがそなた
の気にいるならば、それを真似するがよい。聖なる師父
たちの息子であり、継承者であることを望むなら、主の
85 何の引用かは明らかではない。
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掟を伝え、聖なる師父たちを伝承し、そなたとともに生
きる兄弟たちに、それを語るがよい。
　もしもそなたが独居するのであろうと、修道院で兄弟
たちとともにいるのであろうと、聖なる書物に思いを凝
らし、聖なる師父たちの足跡にしたがって歩むがよい。
なぜなら、神の書物はそのように命じているからである。
あるいは、大ワシレオス86が「すべての苦しむ人々は私
のもとに来なさい」87 ではじまる講話で書いているよう
に、言葉によって、知によって、霊の業においてその正
しさが確かなものである人間にしたがいなさい。そのよ
うな者が見つけられないときには、神の書物の助けにし
たがって神にしたがいなさい。
　一部の者たちがそうであるように、意味のない生き方
をしてはならない。彼らは修道院のなかで、兄弟たちと
ともに服従のなかで暮らしているように見えるが、その
実、手前勝手に意味もなく放し飼いにされている。孤住
をやってはいるが、知性をともなっていないし、肉体の
意志に振り回されている。分別のつかない理性では、自
分たちが何をしているのか、何に拠り立っているのかが
わからないのである。
　ヨハンネス・クリマコスは、沈黙の違いについての講
話のなかで談じながら、次のように言っている。「教え
にしたがうというよりは、自分勝手に、自分の意見にし
たがって泳ぎたがる。」私たちはこのようであってはな
らない。そなたは、聖なる書物にしたがい、聖なる師父
たちの聖者伝にしたがえば、キリストの恩寵によって罪
を犯さぬであろう。
　いま私は、そなたが悲しんでいることを悲しんでいる。
このために、そなたが悲しまぬように、わたしはそなた
に手紙を書かなければならぬと考えたのである。神はあ
らゆる喜びと慰めでそなたの心を慰めており、私とそな
たのあいだには愛があることを告げておられる。
　たしかに荒っぽい書き方をしたが、私がつねに愛する
そなたであるがゆえに、そなたの頼みをむげにできな
かったからである。そなたが愛をもってこれを受け容れ、
私の無分別を責めないように期待している。
　聖なるそなたに頼んだ私たちの要件にかんしては、そ
なたはそれを上手に処理してくれた。このことについて
叩頭する。神がそなたの貢献にたいして、そなたに報い
てくださるであろう。
　そのうえで、私は聖なるそなたにお願いする。私たち
があのときに交わした言葉にたいして悲しまないでほし
い。表面的にはそれらの言葉は棘があるように見えても、
中身は有益さに満ちている。なぜなら、私は自分の考え
を言ったのではなくて、聖なる書物から引いて言ったの
だから。それらの言葉が棘があるのは、真実に主への畏
れのなかで自らを低めること、肉体の賢しらな物思いか
ら離れることができず、聖なる書物ではなく、自らの情
欲に満ちた意志にしたがって生きることを欲する者たち
にとってである。そのような人々は、魂の謙抑とともに
聖なる書物に入っていくことができないからである。彼
らのある者たちは、聖なる書物は私たちのために書かれ
たのではない、現代の人間たちはそれを守る必要がない
と言っているかのごとく、聖なる書物にしたがって生活
せよ、ということさえ耳に入れたがらないからである。
　真理を体現する人々にとって、太古の昔も、今も、世
の終わりまでも、主の言葉は、７度溶かされ精錬された
銀のように清らかであり、主の教えは明るく、黄金より
も宝石よりも強く、彼らにとって熱望されたものであり、
そのような人々は蜜よりも果汁よりも甘くそれらを味わ
い、それらを厳しく守るのである。もしも彼らがそれら
を守るならば、多くの報奨を受けとるだろう。
　主により立って健康であれ、主の師父よ、私たち罪深
い者たちのために祈ってください。私たちは聖なるそな
たに深く叩頭いたします。
東方の国から来た兄弟への書簡
　同じ長老の、東方の国から来た兄弟が魂の恩恵につい
て訊ねたことにたいしての書簡
　主の人よ、私たちには、あなたが次の指針に従うこと
が有益であると思われる。肉体の所業にかんしては、力
に応じて規則にしたがい、分を越えてはいけない。神の
書物に学びなさい。何か手作業を覚えなさい。沈黙を愛
しなさい。神がお望みになって私たちがたがいに相まみ
えるときがありましたら、万事万般、あらゆることにつ
いてもっといろいろと話ができるでしょう。
遺言
　父と神と聖霊の名において。自分一身のことについて
私の永遠の主人たち、兄弟たち、私と習慣と価値観を同
じくする人々にたいして、私は遺言を述べます。私はあ
なた方にお願いします。獣や鳥たちが食べるように、私
の遺骸をこの荒野に投げ捨ててください。なぜなら、私
の肉体は神の御前で多くの罪を犯したので、埋葬される
のは恐れ多いことだからです。もしもそなたたちがそれ
をしない場合は、私たちが暮らしている場所に深い穴を
86 329年ころ生-379年没。カッパドキアのカエサリア大主教。多産な教会著作家。アリウス派異端の闘士。
87 『マタイによる福音書』11章28節。
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掘り、尊厳の証をいっさい省いて、私を埋葬してくださ
い。偉大なるアルセニウス88が自分の弟子たちに語った
言葉を恐れてください。偉大なるアルセニウスは言って
います。「もしも誰かにわたしの遺骸をわたしたならば、
私は裁きの場においてそなたたちと見（まみ）えるであ
ろう。私は、この生においても、死んだあとまでも、私
の力のおよぶかぎり、この世のいかなる尊敬と名誉に与
らぬように努めている。」
　私はみなにお願いします。私の罪深い魂のために祈っ
てください。私はみなに赦しを乞います。私からも赦し
を乞います、神がみなを赦してくださることを。主の受
難の石がある大きな十字架と、私自身がこの手で書い
た書物89は、この地で忍辱の業をはじめた、私の主人た
ちと兄弟たちに残したいと思います。40日間のあいだ、
彼らが私のために聖なる務めを果たしてくれますよう。
このことについては切にお願いいたします。小さな書物、
ダマスクスのヨハンネス、ポトレブニク、イルモロギヤ
は、ここにおいて同様にしていただき、四分詩篇、イグ
ナーチイの文書については、キリル修道院に寄贈したい
と思います。ほかの書物、神への愛ゆえに私に贈られた
物品にかんしては、乞食なり、修道院の人なり、どこか
らか顔を見せたキリストを愛する者なり、ふさわしい人
にわたしてください。
88 教養あるローマの貴顕。東ローマ帝国皇帝テオドシウスの息子たち、アルカディウスとホノリウスの養育者。エジプト
の修道院に隠遁し、長いあいだ沈黙の行を守り、弟子たちに自分の遺骸がいかなる敬意と記憶に与らせぬよう、また、
彼らが自分の魂のために祈りをささげるように遺言した。
89 ニル・ソルスキイ自らの手になるとされる書物として、彼によって編纂された３巻本の文集が知られている。この文集
には、祝日の順序（9月から始まり8月に終わる）によって配置された、ギリシア語から翻訳された聖者伝、ビザンツの
禁欲主義作家の著作からの抜粋、修道院の生活規則の終わりの部分、自身の「伝え」のはじまりの部分、彼がかなり関
与して創られた、ヨシフ・ヴォロツキイの反異端著作『啓蒙者』の伝存する最古の写本などが含まれている（Прохоров 
Г.М. Автографы Нила Сорского // Памятники культуры. Новые открытия 1974. М., 1975. C.37-54）。
